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本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査 した梅野木前1遺 跡の発掘調査報告

書です。

梅野木前1遺 跡は、山形市街地の北西部に位置 します。湧水豊かな田園地帯が広が る当地区

ですが、近年大型店舗や住宅建築が進み、急速 に新 しい街が誕生 しつつあ ります。

本遺跡が隣接する嶋遺跡か らは、古墳時代の建物跡や農耕具が見つか り、当時の生活の様子

を伝 える遺跡 として、昭和41年 に国の史跡に指定 されています。 また、周辺 には弥生時代の

住居 と墓が見つかった河原田遺跡や、数多 くの墨書土器、木簡などが出土 した今塚遺跡 などが

あ ります。

この度、緊急地方道路整備事業(一 般県道大野 目内表線)に 伴い、工事 に先立って梅野木前

1遺 跡の発掘調査 を実施 しました。調査 では奈良 ・平安時代の集落 と古墳時代 の集落が見つか

りました。奈良 ・平安時代では多量 の墨書土器が見つか り、古墳時代では住居の他に、水 田や

畑の跡が見つか りました。 この水田は県内最古の水田跡 として注 目されました。

埋蔵文化財 は祖先が長い歴 史の中で創造 し、育んで きた貴重な国民的財産 と言 えます。 この

祖先から伝 えられた文化財 を大切 に保護するとともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と伝 えてい

くことが、私 たちの重要な責務 と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・

学術研究 ・教育活動 などの一助 となれば幸いです。

最後 にな りましたが、調査 において御協力いただいた関係各位 に心から感謝 申し上げます。

平成19年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 山口 常夫



本書は、緊急地方道路整備事業(一 般県道大野 目内表線)に 係る 「梅野木前1遺 跡」の第1次 ・第2次 発掘調査報告

書である。

既刊の年報、現地調査説明会資料などの内容に優先 し、本書 をもって本報告 とする。

調査は山形県の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施 した。

出土遺物 ・調査記録類は、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。

調 査 要 項
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遺 跡 番 号

所 在 地

調査委託者
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調 査 指 導

調 査 協 力
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平成3年 度登録

山形県山形市大字江俣字梅野木前

山形県

財団法人山形県埋蔵文化財センター

第1次 平成15年4月1日 ～平成16年3月31日

第2次 平成16年4月1日 ～平成17年3月31日

整 理 平成17年4月1日 ～平成18年3月31日

平成18年4月1日 ～平成19年3月31日

第1次 平成15年8月4日 ～11月7日

第2次 平成16年5月10日 ～11月26日

調査 第二 課長

主任調査研究員

主任調査研究員
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調 査 員

調 査 員

山形県教育庁社会教育課文化財保護室(現

山形県村山総合支庁建設部道路課

山形県教育庁村山教育事務所

山形市教育委員会

尾形與典(土 木部関連事業担当)

伊藤邦弘

佐竹桂一(調 査主任)

植松暁彦(第1次)

長瀬 えみ子(第2次)

小林 啓(第2次)

山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室)
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本書の作成は、伊藤邦弘(第1～IV章 ・V正章)、 深澤 篤、佐竹桂一、長瀬えみ子、小林 啓が担当 した。

遺構図に付す座標値 は、平面直角座標系第X系(世 界測地系)に より、高さは海抜高で表す。方位は座標北 を表す。

本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

ST… 竪穴住居SB… 掘立柱建物SK… 土坑SD… 溝 ・畝

SG… 河川SP… ピッ トSX… 性格不明遺構i

RP… 登録土器RQ… 登録石製品RW… 登録木製品

遺構 ・遺物実測図の縮尺 ・網点の用法は各図に示 した。

基本層序お よび遺構覆土の色調記載については、1999年 版農林水産省農林水産技術会議i事務局監修の 「新版基

準土色帖」によった。

発掘調査および本書 を作成するにあた り、下記の方々か らご協力、ご助言をいただいた。(敬称略)

阿子島功 辻 秀人 佐藤甲二 宮本長二郎 北野博司

三上喜孝 吉田 歓 村木志伸 松井敏也 手代木美穂

委託業務 は下記のとお りである。

基準点測量業務 株式会社菅野測量設計

遺構測量業務 株式会社パスコ

木製品保存処理業務 株式会社吉田生物研究所

遺構実測図編集業務 株式会社セビアス

遺物図化 ・編集業務 株式会社セビァス

理化学分析業務 株式会社古環境研究所
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SB207・SB209掘 立柱 建物 跡

SB403掘 立柱 建 物 跡

SK320・SK344・SX345・SDI3・SD72

水 田跡 検 出状 況

水 田跡 土 層 断 面 ・水 口 ・足 跡 検 出状 況

畝状 遺 構 検 出 ・土 層 断 面 ・完 掘 状 況

SGI河 川 跡 土層 断面 ・遺物 出土 状 況

SGI河 川 跡 遺物 出土 状 況 ・完 掘 状 況

SG1河 川 跡 ・SD374・SD325・SD271溝 跡

SD326・SD327溝 跡 遺 物 出土 状 況

SD245溝 跡 ・RP643・644・400出 土状 況

RW386・RPIO68出 土 状 況

RP1069・1080～1090・1079出 土 状 況

RPII39・ll40・1275・1091・1475出 土 状 況

竪 穴住 居 ・SG1河 川 跡 出土 遺 物(古 代)

SGl河 川 跡 出土 遺 物(古 代)

須 恵器 甕 ・壷 ・鉢(古 代)

土 師器 甕 ・鉢 ・杯(古 代)

写真 図版43

写真 図版44

写真 図版45

写真 図版46

写真 図版47

写真 図版48

写真 図版49

写真 図版50

写真 図版51

写真 図版52

写真 図版53

写真 図版54

写真 図版55

写真 図版56

写真 図版57

写真 図版58

写真 図版59

写真 図版60

写真 図版61

写真 図版62

写真 図版63

写真 図版64

写真 図版65

写 真 図版66・67

写真 図版68

写真 図版69

写真 図版70

写真 図版71

写真 図版72

写 真 図版73・74

写真 図版75

写真 図版76

写真 図版77

写真 図版78

写真 図版79

写真 図版80

写真 図版81

土 師器 甕 底 部 ・転 用 硯

転 用硯 ・墨 書 土器208～223

墨 書土 器227～251・272・273

墨 書土 器252～364・270・271・274～279

墨 書土 器280～297・300

墨 書土 器298・299・301～328

墨 書土 器330～354

墨 書土 器355～395

墨 書土 器 「依 」 「公 」 「型 」 「下 」 「立 長」 「下 馳 」

「百毛 」 「成 」 「石 三 」

墨 書土 器 「百 」 「守」

墨 書土 器 「守 」

墨 書土 器 「守 」 「生 」 「人 」

墨 書土 器 「守 」 「並 」 「足 」 「百 常 」

墨 書土 器 「若 」 「万 」 「冨 」 「万 人 」

墨 書土 器 「万 利 」 「大 」

墨 書土 器 「前 」 「真 」

墨 書土 器 文 字不 明

竪 穴住 居 出土 遺物(古 墳)

竪 穴住 居 ・SX243・244出 土 遺物(古 墳)

SX345・ 溝 跡 出土 遺 物(古 墳)

SD261・280溝 跡 他 出 土遺 物(古 墳)

SD346溝 跡 ・SGI河 川跡 出土 遺物(古 墳)

SG1河 川 跡 出 土遺 物(古 墳)

SG2河 川 跡 出土 遺 物(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 器 台 ・鉢(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 丸 底 鉢 ・丸底 壷(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 丸 底 壷 ・壷(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 壷(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 壷 ・鉢 ・甕(古 墳)

包 含層 出土 遺 物 甕(古 墳)

ミニ チ ュ ァ土 器(古 墳)

ST242・250・265・270竪 穴 住 居 出 土 遺物(古 墳)

木 製 品726～731

木 製 品732・734～745

木 製 品750～758

木 製 品759～767・769

木 製 品768・770～772

石器773・ 砥 石774～780



1調 査 の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査に至る経過

梅野木前1遺 跡は、平成3年 度に行われた山形県教育

委員会による、遺跡詳細分布調査で確認され、登録 され

た遺跡である。その後、緊急地方道路整備事業(一 般県

道大野 目内表線)に 伴い、平成14年4月 に試掘調査 を

実施 した。その結果を基に関係機関と調整を図ったとこ

ろ、事業区内について記録保存 を目的とした緊急発掘調

査を行 う運びとなった。発掘調査は、財団法人山形県埋

蔵文化財センターが県か らの委託を受けて行った。

平成15年8月 に開始 した調査中に、奈良 ・平安時代

の遺構確認面下で古墳時代の土器がまとまって発見 され

た。これを受けて、県教育委員会は再度試掘調査 を行い、

奈良 ・平安時代 と古墳時代の複合遺跡であることを確認

した。その結果、平成15年 度 に奈良 ・平安時代、16年

度に古墳時代の調査 を行 うことに計画 を変更 した。

2調 査 の 概 要

第1次 調査 は、平成15年8月4日 から11月7日 まで

の60日 間である。調査区は、現道を挟んで2箇 所に設

置 した。便宜上、現道の北側を1区 、現道部分 を2区 、

南側を3区 とした。2区 については、水道管等の地下埋

設物により破壊されていると判断され、調査対象外 とし

た。なお、1区 では第1次 調査で古墳時代 までの調査 を

終了 し、9月30日 に現地引渡 しを完了 した。調査 区西

側の古墳時代遺物分布域は、平成16年 度に調査するこ

ととした。調査面積は3,250dで ある。

第2次 調査 は、平成16年5月10日 から11月26日 ま

での139日 間である。調査開始後 まもなく、残土置 き場

として予定していた調査区西側 より、遺物の出土が見 ら

れたことか ら、5月31日 に調査範 囲の変更を踏 まえた

協議を行 った。9月 には文化財保護室による試掘調査 に

1



1調 査の経緯

より、調査区西端で検出された水田跡が さらに西側へ広

がることが確認され、遺跡範囲の見直 しと調査区、並び

に調査計画の変更を行 っている。最終的な発掘調査面積

は、3,800r㎡である。

調査用方眼(グ リッ ド)は 、1次 、2次 共通のものと

し、国土座標 を基に10m×10mを 設置 した。グリッド

最小単位は1m×1mで ある。国土座標平面直角座標系

第X系:X=-190.337、Y=-45.330を70

-30Gと し、南北軸を北か ら南へ、東西軸

は東か ら西へ番号 を割 り当てた。グリッドの

表記は 「南北軸 一東西軸G」 とした。

遺構の登録番号は、第1次 調査が1～208

まで、第2次 調査が209～406ま で とした。

遺物の登録番号 は、古代の遺物については、

第1次 調査が1～722、 第2次 調査が723か

らであ る。古墳 時代の遺物 について は、1

次調査 が1001～1013、2次 調査 が1014～

1667で あ る。遺構iと遺物 の登録番号は報告

書中の番号 と共通する。

発掘調査は、重機械 を用いて表土を除去 し、

その後、面整理、遺構検出、遺構精査の工程

で進め、並行 して写真 ・図面等 による記録を

行った。第1次 調査では、噴砂痕の土層剥ぎ

取 りを行い、第2次 調査では、水 田跡に残さ

れた足跡の土層剥 ぎ取 りを行っている。調査

期問中に、基準点測量と遺構測量の一部を業

務委託 している。

調査の成果について、平成15年11月1日

に第1次 調査調査説明会 を開 き、43名 の参

加を得、第2次 調査では水田跡の発見が注 目

を浴びたこともあり、平成16年11月7日 に

開催 した説明会では130名 の参加を得た。

整理作業は、平成15・16年 度に図面、写真等の資料

整理並びに出土遺物の基礎整理を行った。その問、木製

品保存処理 ・理化学分析 ・遺物図化 と編集の一部を業務

委託 した。平成17年 度か らは、出土遺物の復元、実測、

写真撮影な ど報告書刊行 に向けての諸作業 と編集 を行

い、18年 度に最終的な資料整理 と報告書を刊行 した。
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■ 遺跡の立地 と環境

皿 遺跡の立地 と環境

1地 理 的 環 境

梅野木前1遺 跡が所在する山形市は、東西10～15km、

南北約40kmの 範囲に及ぶ山形盆地の南半 に位置する。

山形盆地は、地殻変動によって形成された構造盆地であ

り、約400k㎡ の面積 を有する。盆地東部 には、北から

乱川扇状地、立谷川扇状地、馬見ヶ崎川扇状地が よく発

達 している。これらの扇状地の中で南に位置する馬見ヶ

崎川扇状地は、盆地の東に連なる奥羽山脈の一部である

蔵王火山帯に源を発する馬見 ヶ崎川によるもので、扇頂

部から扇端部 までの距離は約5,000mで ある。最大幅は

扇央部にあ り、同 じく約5,000mの 規模である。山形市

防原町付近の扇頂部から、扇端部 までの比高は約110m

であり、緩やかに傾斜する。馬見ヶ崎川は、川幅 に比べ

水量は少なく、扇央部か ら須川に合流する下流域 におい

てはさらに少なくなる。多 くは伏流水 とな り、扇端部に

豊富な湧水 を供給 している。

旧山形城下はこの馬見ヶ崎川扇状地の中央部に形成さ

れ、現在 も山形市の中心を成すが、市街地は拡大 し扇状

地のほぼ全域に及んでいる。現在見 られる馬見 ヶ崎川の

河道は、江戸時代初期に山形城下の水害を防 ぐ目的で付

け替えられた もので、それ以前 は南側 を流れていた。そ

の痕跡は、旧県庁～江俣～陣場への経路が顕著で、扇央

部では帯状の凹地 となって、扇端部では細長い帯状の高

まりとなって明瞭に見 られるという。(阿 子島1994)つ

まり馬見ヶ崎川は、ある時期、梅野木前1遺 跡の傍 を流

れていたのである。

今回の調査で、南東か ら北西に向けての河川跡が検 出

された。河川跡は、平安時代 と古墳時代の2時 期で見 ら

れ、ほぼ同 じ場所で見つかっている。古墳時代の川幅

は約15mあ り、川を挟んで両岸に集落が展開 している。

平安時代 においては、川幅が5m前 後であ り、やは り両

岸に集落が広がる。梅野木前1遺 跡は、馬見ヶ崎川扇状

地の前縁部にあり、自然堤防の微高地 と後背湿地上 に立

地 していた。一時的には馬見ヶ崎川の河道本流や分流 も

来ていたことが指摘 されている。(阿 子島2004)

2歴 史 的 環 境

馬見ヶ崎川扇状地の遺跡分布 を見ると、扇頂部付近で

は縄文時代中期の集落跡である、熊の前遺跡や松山遺跡

などが見 られる程度 と少なく、扇央部に至っては、山形

城跡の一部などが立地するにとどまり、極端に少ない状

況にある。一方、扇端部か ら前縁部にかけては、 自然堤

防や低湿地上に弥生時代か ら奈良 ・平安時代の遺跡が数

多 く点在する。

梅野木前1遺 跡の周辺にも弥生時代中期から古墳時代

前期の集落跡及び奈良 ・平安時代の集落跡が確認 されて

いる。本遺跡の北東約lkmに ある今塚遺跡からは古墳時

代前期の集落と平安時代の集落が見つかっている。古墳

時代では、7棟 の焼失家屋 を含む30棟 の竪穴住居が検

出され、住居跡内の甕から出土 した炭化米や導水施設な

どは、水田遺構の存在 を想起 させ るものとしている。ま

た、平安時代では掘立柱建物のみで構成 されていること

や紀年銘木簡(仁 寿三年:853年)、 多量の墨書土器等

が出土 して、役所的な性格 を持つことが想定 されている。

今塚遺跡の300m手 前には、弥生時代中期の住居3棟 、

木棺墓5基 等が見つかった河原田遺跡がある。さらに本

遺跡の300m東 には、古墳時代後期を主体 とした嶋遺跡

がある。嶋遺跡か らは打込柱で草壁構造の住居や高床式

の倉庫が見つかったほか、土器類以外に建築材や鍬、鋤

などの農耕具、鉢などの生活用具 をはじめとする豊富 な

木製品が出土 し、当時の生活の様子を伝える遺跡 として

昭和41年 に史跡に指定 されている。

扇状地前縁部の北に目を向けると、本遺跡の北東約15

kmに は、古墳時代前期の棟持柱建物跡が見つかった長表

遺跡がある。約3km北 の藤治屋敷遺跡からは調査区を大

きく蛇行する河川跡から古墳時代前期の農具、容器、家

具 などの木製品が多量に出土 した。馬洗場B遺 跡からも

古墳時代前期の遺物 と、日本最北 となる破鏡が出土 して

いる。このように扇状地の扇端部から前縁帯には、南東

から北西方向への自然堤防上に古墳時代前期、奈良 ・平

安時代を主体 とする遺跡が数多 く点在する。
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皿 古代の遺構 と遺物

皿 古代の遺構 と遺物

竪穴住居

1遺 構

ST14竪 穴住居(第12図)第1次 調査区西端で検出

された。主軸方向はS-16Q-Wで ある。平面形は、東西3.5

m、 南北3.2～3.6mの 方形である。検出面か らは10cm

程の深 さしか残存 しない。床面は地山の粘土を含む微砂

がほぼ全面 に貼床される。掘 り方は中心部が浅 く、周辺

部がやや深なる。カマ ドは失われているが、遺物や炭化

物の出土状況か ら南西 に設けられたと推定 される。主柱

穴は確認できない。須恵器蓋 ・無台杯 ・壷、土師器長胴

甕な どが出土 している。9世 紀前半 と考えられる。

ST15竪 穴住居(第12図)第1次 調査区南西 に位置

し、南半が調査 区外 である。主軸方向はS-1go-Wと

推測される。全長が知 り得る北辺は約5mを 測る。削平

は床面にまで及んでいるため、貼床の状態 も明瞭ではな

い。主柱穴は確認できない。須恵器有台杯が出土 してい

る。9世 紀前半と推定 される。

ST16竪 穴住居(第13図)第1次 調査区西寄 りの南

端で検 出した。主軸方向はS-15Q-Wで ある。北辺西

側がやや北へ 開 き、東西4.1m、 南北4.5～5.3mを 測

る。検出面か らの深 さは10cmに 満たない。掘 り方は浅 く、

貼床は地山の砂 を含み比較的軟 らかい。カマ ドは南辺東

寄 りにあり、煙道 と袖の一部が残 る。主柱穴は確認でき

ない。須恵器及び土師器の甕片等の出土が見られるもの

の、遺物か らの時期判断は困難である。ST14と 主軸

方向を一にすることから、同時期 と考えておきたい。

ST17竪 穴住居(第14図)STl6の1.5m北 に位置

する。主軸方向はN-89Q-Eで ある。東西5.2m、 南北

5.7mを 測る。検出面からの深 さは20cm前 後あ り、地山

の砂 を含む比較的絞 まった貼床が、良好な状態で見 られ

る。カマ ドは東辺の南寄 りに在るが、袖の一部が残るの

みで、遺存状態は良 くない。主柱穴はEPl・2・4・

5の4基 と考えられる。須恵器無台杯 ・長頸壷、土師器

甕等の出土遺物か ら、9世 紀前半代 と考えられる。

ST19竪 穴住居(第15図)第1次 調査区の西側 に位

置 し、SGl河 川跡に西辺 を切 られる。主軸方向 はN

-770-Eと 推定する。遺存状態が悪 く、深 さ約10cmの

掘 り方と硬 く絞 まった貼床が残るのみである。南北は3ユ

mを 測る。主柱穴は確認できない。出土遺物は須恵器無

台杯 と鉢がある。9世 紀前半代を考えられる。

ST80竪 穴住居(第15図)第1次 調査区のほぼ中央

部に位置する。東側は撹乱により失われており、残存す

るのは全体の三分の一程度である。主軸方向は判然 とし

ない。床面は、ほとん ど失われてお り、一部 に10cm程

の貼床を留めるに過ぎない。出土遺物は須恵器有台杯 ・

甕等である。

ST107竪 穴住居(第15図)STl7に 隣接 し、ST

l6の 北辺 を切る。西側は撹乱 により失われてお り、約

二分の一が残存する。主軸方向はN-870-Wと 推測する。

東辺は28mを 測 る。カマ ドは確認できない。床面に貼

床及び主柱穴は認め られない。出土遺物 も乏 しく時期、

詳細については不明である。

掘立柱建物

SB120掘 立 柱 建 物(第16図)第1次 調 査 区 東 寄 り

で検 出 され た2問 ×3問 の 東 西 棟 で あ る 。ST17よ り

新 しい 。 柱 間 は梁 行 で 約2.1m、 桁 行 で 約1.5mで あ る。

柱 穴 の 径 は 、20～40cmと ば らつ きが 見 られ る が 、 四 隅

は比 較 的 大 き く、 深 さ も40cm前 後 を測 る 。

SB121掘 立 柱 建 物(第17図)第1次 調 査 区 東 寄 り

で 検 出 さ れ た 梁 行2間 の 南 北 棟 で あ る 。 桁 行 は 西 面 が

柱 問 約1.1mの3問 で あ る の に対 し、 東 面 は2間 で 約1.6

mを 測 る。 柱 穴 は径 が40～50cmの い び つ な 円 形 の もの

が 多 く、 深 さは 削 平 に よ り東 側 が16cm程 しか な い 。

SB122掘 立 柱 建 物(第17図)第1次 調 査 区 東 寄 り

で検 出 され た2間 ×2問 の 建 物 で あ る 。 規 模 は 、 北 面 が

3.4m、 南 面 が3.6m、 東 西 面 は共 に2.8mを 測 る 。 柱 問

に は ば ら つ き が 見 ら れ るが 、 東 西1.8m、 南 北1.4mが

標 準 と考 え られ る 。 柱 穴 の 径 の 多 くは30cm未 満 で 、 深

さ も大 半 が20cm程 で あ る。
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SB207掘 立 柱 建 物(第18図)第1次 調 査 区 中 央 付

近 で検 出 した2問 ×2間 の総 柱 建 物 で あ る。 柱 間 は 、 北

面1.5m、 南 面L4m、 東 西 面 は12mと1.5mで あ る 。

柱 穴 は不 整 形 な もの が 多 い 。 径 も30～60cmま で あ り、

不 揃 い で あ る。 深 さは20cm前 後 で あ る。

SB209掘 立 柱 建 物(第18図)第1次 調 査 区 西 辺 で

検 出 し た3問 ×3問 の 建 物 で あ る。1次 調 査 で 東 側 の

一 部 を検 出 し
、2次 調 査 で 全 体 が 明 らか に な っ た。ST

14と 重 複 す る が 、 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。EB216と

217、218と219、220と221が 切 りあ っ て お り、 い ず れ

も南 側 に 位 置 す る柱 穴 が 新 しい 。 ま た 、EB217・219・

220と 西 端 のEB222と の 柱 筋 が 通 ら な い こ とか ら、S

B209に は2時 期 あ る と推 測 さ れ る。 即 ちEB216・

218・221・222を 南 面 とす る3問 ×3間 の 建 物 と、 そ の

後 に 立 て 替 え られ たEB220・230・229・226を 西 面 と

す る2問 ×3問 の南 北 棟 とが 考 え られ る 。

その他の遺構

SG1河 川跡(第19図)調 査 区を南東か ら北西方向へ

流れる。幅 は平均で3.5m、 深 さは約80cmで ある。覆

土は砂 ・粗砂 ・有機物層などであ り、洪水の痕跡 も認め

られる。木製品と墨書土器の殆 どがこの河川跡から出土

している。遺物の出土位置は、川跡の中央部に集中 して

いる。層位では川底か らの出土は無 く、20～30cm上 位

での出土が多い。集落が存在 していた時期には、SGl

は半分近 く埋まった状態であった と推測 される。

溝跡 数種の性格が異なる溝跡が見られる。SD13は

その位置 と形状か ら、ST15に 伴 う溝 と考え られる。

同様にSD77はSB120に 伴 うと推測 され る。 また、

SD93・94・95は 畝状遺構iと判断で きる。

2遺 物

竪穴住居出土遺物(第53・54図)遺 構iの遺存状態が良

くなかったこともあ り、竪穴住居内からの出土遺物 は少

ない。3は 小型の壷で、底部はヘラ切 りによる。体部下

部か ら底部にかけては肥厚す る。4の 頸部は弱 く押 し込

まれ、崩れた沈線状 を呈する。STl5出 土の8は 台部

が剥離 した有台杯である。身は深 く、口縁部付近で僅か

に外反する。10は ケズリによる調整が外面か ら底部 ま

で施 され、底部中央がやや盛 り上がる形態である。11・

皿 古代の遺構 と遺物

12は ヘラ切 りの無台」不である。12は 焼成不良のため黄

褐色 を呈 し、軟 質である。16は 内面の口縁部か ら頸部

付近 にかけてコゲが認められる。14は 円盤閉塞によ り

頸部 を接合 した痕跡が見 られる。21の 内面はハケ状の

工具で丁寧にナデ調整 されるが、外面はロクロナデによ

る凹凸が顕著である。22は 全体的に器厚が厚い。胎土

には粗砂 を混入 し、多量の海綿骨針 も認められる。23・

24は 成形か ら焼成状態まで類似す るが、別固体である。

口縁部から肩部にかけて、自然粕が付着する。

SG1河 川跡出土遺物(第55～65図)須 恵器蓋の口

縁端部は、内傾するものと直立 もしくは若干開 くタイプ

に分けられる。天井部は丸味を持 って盛 り上がるものが

多 く、34の ように小振 りで扁平なタイプや35・40の よ

うに天井部 を平坦 に成形する ものも僅かに認め られる。

有台杯は、身が深い型と浅い型 に分けられる。深いタ

イプには47の ように小型のもの もある。台部の作 りは、

短 く外側に開 く形状であるが、端部は50・55・56の よ

うに内側に稜 を持つ タイプや、平坦になるものなどがあ

る。口縁部形態 は僅かに外反するものが多 く、47・51

のように体部か ら直行するものは少 ない。58・59は ケ

ズリによって面取 りされ、角張った耳が貼 り付けられた

双耳杯である。60の 耳は、側面 に幾分ケズ リが入れら

れるが、全体的には手つ くねによるもので、丸みを帯び

る。貼 り付けた位置は、何れ も体部上半である。

無台杯の底部切 り離 しは、回転糸切 りによるものも一

定量認められるが、ヘラ切 りによるものが凌駕する。99

のように、静止糸切 りによるものは殆 ど認められない。

底径は、ヘラ切 りが76～84mm、 回転糸切 りが63～78

mm代 にピークがある。ヘラ切 りの体部は、僅かに内湾す

るタイプが多 く、外反するものが多い回転糸切 りとは様

相が異なる。口縁部については、両者共外反するものが

主体 を占め、体部から直行するものが僅かに認め られる

程度である。なお、114～116は 体部の形態から、有台

」不と判断できる一群であるが、底部が欠損するため無台

杯の最後に掲載 した。

壷は短頸壷 と長頸壷があ り、短頸壷には大小のサイズ

が認められる。また、117の ような蓋 も見 られる。長頸

壷 には、頸基部に環状の凸帯が廻 る124と 、凸帯が付か

ない125が ある。123の 体部下半には、非ロクロのヘ ラ

ケズリが施 される。
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甕は口径 が22cm前 後、頸部径 が17cm前 後 を測 る。

口縁部形態は変化に富む。口縁端面中央が盛 り上がる

128・133、 同 じく端面中央が窪む129・130・131、 外面

端部を下方に強 く引 き出す134な どが見 られる。133の

頸部 には、10本 を1単 位 とす る緻密な櫛描波状文が施

される。142は 摩滅が著 しい頸部資料であるが、沈線 を

挟んで2段 に櫛描波状文が施されている。不明瞭ながら

4本 を1単 位 とする。 タタキ 目には132・140の ような

格子状文 と平行線状文が認められる。タタキ後カキメが

施 される例 も認められ、特に肩部には顕著 に見られる。

鉢には口径43cm程 の大型で把手が付 く149と 口径22

cm程 の150が ある。149と151に はタタキの痕跡が認め

られる。150は 灰被 りの状態から、伏せて焼成 されたこ

とがうかがえる。

土師器有台」不には、内面を黒色処理 した153・155が

ある。154の 内面には、一部に ミガキが残 ることか ら、

黒色処理 した可能性 も考えられる。153は 断面が三角形

の外側 に開 く高台、154は 丸 く小 さな高台、155は 柱状

高台の内側 を軽 く削って作 り出した ものである。

土師器無台杯には、内面を黒色処理 したものと、しな

い ものがある。156は 身が深 く、底部付近にケズリ調整

が施される。158は 体部下半に広 くケズリ調整が入れら

れた もので、回転糸切 りの底部には 「十万」の文字が櫛

書 きされる。161～165は 底径が小 さく、ロクロ目の強

い体部が大 きく開く一群である。

土師器鉢の157は 、体部外面にハケメ調整後 ケズ リ

が入れられ、外反する口縁部 にはナデ調整が施される。

167は 内外面とも丁寧なミガキが施されている。口縁部

にはナデ調整 も認められる。底部には網代痕が残る。

土師器甕 には、小型平底のタイプと長胴平底 タイプが

ある。小型の甕は、口径15cm前 後、器高は12～16cm、

内外面共ハケメ調整である。口縁端部は、平坦面を持つ

タイプと丸みを帯びるタイプがある。体部の中央よ りや

や上方に最大径を持つ。長胴甕は、頸部から口縁部 まで

が長 く外反 し、口径は22～27cmを 測る。体部と頸部の

境が明瞭 な183・188や 不明瞭 な189・190な どがある。

体部は総 じてハケメによる調整が施される。底部にはナ

デ調整 も見 られるが、多 くは、木葉痕が明瞭に残る。

204は 灰粕陶器の椀 である。灰粕 は体部内面 と底部内

面の中央部のみ刷毛塗 りされる。体部は薄 く、緩 く内湾
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す る 。 口縁 端 部 は 強 く外 反 す る。 黒 笹90号 様 式 と考 え

られ る が 、 定 型 化 した 三 日月 高 台 と違 い 、 高 台 の 開 きが

小 さ く、 内 側 に稜 を有 す る な ど の差 異 が 認 め られ る。

墨 書 土 器(第66～81図)文 字 あ る い は 墨 痕 が 確 認 で

きた 土 器 は192点 で あ る 。 大 半 はSG1河 川 跡 か ら 出土

して い る。 器 種 別 の 点 数 は 、 蓋7点 、 有 台 圷15点 、 無

台 杯167点 、 双 耳 」不1点 、 皿1点 、 壷1点 で あ る 。 墨

書 部 位 は圧 倒 的 に底 部 が 多 い 。 底 部 切 り離 しは 、 ヘ ラ切

りに よ る もの114点 に対 して 、 回転 糸 切 りに よ る も の は

66点 で あ る 。 文 字 種 は 、49種 あ り、 最 も多 い の は 「守 」

で56点 で あ る。 次 い で 「冨 」 の7点 、 「大 」 の6点 、 以

下 「足 」・「万 人 」・「万 利 」 各5点 、 「生 」4点 、 他 は1

～3点 の 出土 で あ る
。 残 念 なが ら現 時 点 で 判 読 で き な い

の は57点 に の ぼ る 。 多 くは1文 字 の み書 か れ て い る が 、

点 数 は 少 な い もの の 「下 馳 」・「百 毛 」 と2文 字 を列 記 し

た214や 、 底 部 に 「吉 」、 体 部 に 「百 」 と書 か れ た215、

体 部 に3文 字 以 上 書 か れ た339な ど多 様 で あ る。 ま た

316・325の よ う に2文 字 の 間 に 書 か れ た 時 問 差 を 感 じ

る もの もあ る 。文 字 の 大 き さ は 「守 」・「生 」・「万 人 」・「万 利 」

な どが 比 較 的 大 き く、 底 部 の 中 央 に 書 か れ る の に対 し、

「下 」・「冨 」・「刑 」・「若 」 な どは小 さ く端 に書 か れ て い る。

字 形 で は 、209～211の 「下 」、290・291の 「前 」、293

～295「 足 」、310～312・314～216「 冨 」、227・228・

235・249・253「 守 」 な どが 同 筆 と考 え ら れ る 。 人 為 的

な打 ち欠 き に よ る 破 損 と考 え られ る の は 、49点 で あ る。

そ の 内 「守 」 の 墨 書 に見 られ た 人為 的 打 ち欠 きは7点 の

み で 、 比 率 と して は少 な い 。

転 用 硯(第81・82図)転 用 硯 に は 、 須 恵 器 蓋1点 、 有

台 杯9点 、 無 台 杯10点 、 双 耳 杯1点 の21点 で あ る。 こ

の 中 に は墨 書 土 器 で もあ る5点 を含 む 。 有 台 杯 は 、 全 て

台 の 内 側 に 使 用 痕 が 認 め られ る が 、398の み 内 面 底 部 に

も墨 痕 が 見 られ る。 無 台 杯 は、 内面 に 墨 痕 が 見 られ る も

の7点 、 底 部 外 面 に墨 痕 が 見 ら れ る もの3点 で あ る。

木 製 品(第104～107図)全 てSG1河 川 跡 か ら出 土

して い る。726～370は 底 径11.4～13.8cmの 皿 で あ る。

表 面 は 腐 植 が 進 み 脆 弱 な状 態 で あ る が 、 漆 が 塗 られ た様

子 は 観 察 で きず 、 木 地 の ま ま で 使 用 さ れ た と推 測 す る。

732は 、 一 辺 約45cm、 深 さ約17cmを 測 る 方 形 の 曲 物 、

733は 円 形 の 曲 物 で あ る。744は 長 さ65cm、 幅24cm、

厚 さ11cmの 板 を約7cmの 深 さで 刹 り貫 い た槽 で あ る 。
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竪穴住居

1遺 構

ST242竪 穴住居(第26・27図)第2次 調査区中央

部南端で検出され、南半は調査 区外にあたる。主軸方向

はN-30。-Wで ある。検出面から約4cmで 床面に焼土、

炭化材、遺物を含んだ炭化物層が現れる。掘 り方の深さ

は約10cmあ り、粘質シル トで貼床 され る。炉は確認で

きない。床には東西 に幅1.4mの ベ ッド状遺構が設けら

れている。主柱穴はEP375～377の3基 を検出してい

る。住居跡北側には幅2m前 後のSD327溝 跡を不連続

で約4m検 出 している。削平 により部分的に残 った も

の と考えられ、ST242の 外周溝 と推測 される。

ST250竪 穴住居(第28～30図)調 査区南東側 に位

置する。主軸方向はN-38Q-Wで ある。東西6m、 南

北5.6mを 測 り、北側が幾分広がる方形を呈する。検 出

面か ら3cm程 で遺物 を含む炭化物層を確認する。掘 り方

は約10cmの 深さで、黒色土をブロック状に含むシル ト

で貼床される。EL298炉 は北西に位置 し、径約80cm

の不整形を呈する。皿状で、浅 く窪み被熱 し硬化す る。北、

東、南面 に、幅0.8～1.6mの ベ ッド状遺構1がある。E

P389～391・305の4基 の主柱穴を検 出している。S

T250か ら約22m外 側 に幅1～1.8mのSD251外 周

溝がある。外周溝は東側が開口部である。

ST260竪 穴住居(第31図)調 査 区中央部南端に位

置 し、南側半分が調査区外である。炭化物が分布する範

囲から東西約6.5mの 規模 と推測 されるが、明確な平面

形は不明である。主柱穴の位置か ら推定される主軸方向

はN-16Q-Eで ある。SD261外 周溝 は、幅1.5～25

mあ り、南側 に1.5mの 開口部 を持つ。ST276・307

竪穴住居はSD261に よって切 られる。

ST265竪 穴住居(第32図)調 査 区北東寄 りの畝状

遺構1近くに位置する。主軸方向はN-50Q-Eで ある。

東西2.4m、 南北2.lmを 測る。床面直上の炭化物層が

検出面で、覆土は残 っていない状態であった。掘 り方は

約14cmあ り、中央部がやや高 く壁際にかけて深 くなる。

炉及び柱穴は確認できない。貼床 をはず した時点でSD

285畝 状遺構 を検出している。

ST267竪 穴住居(第32図)調 査 区東寄 り南端に位

置する。北角のみの検出で、三分の二以上が調査区外で

ある。主軸方向はN-40Q-Wで ある。床面直上の炭化

物層が検出面のため覆土は殆 ど残 っていない。掘 り方は

約20cmあ り、ほぼ平坦に掘 られる。炉は径約30cmの 不

整形で、窪んだ炉底は被熱 して硬化する。

ST270竪 穴住居(第33～35図)調 査区中央北寄 り

に位置する。主軸方向はN-45Q-Eで ある。東西6.2m、

南北5.8mを 測 る。深 さは約16cmあ り、5層 に炭化物

層、6層 に焼土層がある。覆土の状態からも焼失家屋の

可 能性が高 い。掘 り方の深 さは約30cmあ り、10cm程

の厚 さの床が貼られる。床 には西 を除 く3面 に幅1～1,2

m、 高 さ5～10cmの ベ ッド状遺構iが設けられる。ただ

し、EK334貯 蔵穴がある北東部には造 られない。炉跡

は不明瞭なが ら、中央部から北西壁 にかけて約1.2mの

範囲で分布する炭化物層の下に被熱 した痕跡が認められ

る。主柱穴は、EP330～333の4基 が検出されている。

外周溝SD271は 、東側が削平のため検出されず、北西

部分のみ残る。幅は約70cmあ り、南側に開口部を持つ。

構造や規模、外周溝に至るまでST250に 酷似する。

ST275竪 穴住居(第36図)調 査 区のほぼ中央 に位

置する。主軸方向はN-300-Wで ある。東西3.9m、 南

北3.8mの 方形 を呈す る。検 出面か らの深 さは約10cm

あ り、シル ト質の硬 く締まった床が貼 られる。床面の直

上 にはワラ状の炭化物が良好な状態で残る。この炭化物

については、V章 自然化学的分析の樹種同定の項を参照

されたい。炉及び柱穴は確認できない。中央にあるEB

372は 貼床 と炭化物層を切 って掘 られていることか ら、

SB403はST275よ り新 しいと判断できる。

ST276竪 穴住居(第37図)調 査 区中央北寄 りに位

置する。主軸方 向はN-60QWで あ る。北東角 をST

260の 外周溝 であるSD261に 切 られる。東西2.7m、

南北25mの 方形である。床面直上の炭化物層が検出面

9
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のため覆土 は殆 どない。掘 り方は約18cmあ り、粘質シ

ル トで貼床 される。炉 は北西寄 りにある。長軸30cm、

短軸20cmの 不整楕 円形 である。被熱 し硬化 している。

柱穴は確認できない。南辺にあるEB378は 、貼床を切 っ

て掘 られていることから、SB403はST276よ り新 し

いと判断できる。

ST306竪 穴住居(第38図)調 査区中央に位置する。

主軸方向はN-24。-Wで ある。ST307と 重複 してい

るため南北長は不明だが、4,2m以 上である。東西は3.7

mを 測る。掘 り方までの深 さは約20cmあ り、12cm前 後

の厚さでシル ト質の床が貼 られる。炉跡及び柱穴は確認

できない。南東角にEK392貯 蔵穴がある。

ST307竪 穴住居(第38図)上 記のST306の 上 に

作 られている。主軸方向はN-350-Wで ある。東西4.7

m、南北3.5mを 測る。掘 り方 までの深 さは約20cmあ り、

10cm前 後のシル ト質の床が貼 られる。北東角に長軸1m、

短軸50cmの 不整形の焼土が認められ、炉の可能性 も考

えられるが、明確ではない。床面には北側 を中心に炭化

物が広 く分布する。柱穴は確認できない。

ST314竪 穴住居(第39図)調 査区中央北側に位置

する。主軸方向はN-60。-Wで ある。東側をSGlに よっ

て削 られている。南北3.2m、 東西2.8m以 上の方形で

ある。覆土は殆 ど残ってお らず、ほぼ床面での検出とな

る。掘 り方の深 さは約15cmあ り、10cm程 の厚 さで粘質

シル トの床が貼 られる。炉跡及び柱穴は確認で きない。

畝状遺構iを切 ってST314が 作 られる。

ST315竪 穴住居(第40図)調 査 区のほぼ中央部 に

位置する。主軸方向はN-560-Wで ある。東西2.9m、

南北2,7mを 測 る。床面直上の炭化物層での検出のため

覆土は殆 ど残 っていない。掘 り方の深さは約10cmあ り、

粘質シル トを含む細砂で貼床される。炉跡 と柱穴は確認

できない。周辺の畝状遺構を切って上に作 られている。

ST316竪 穴住居(第41図)調 査 区中央に位置する。

主軸方向はN-33。-Eで ある。東西2.8m、 南北3.Om

の方形を呈する。掘 り方は20～25cmの 深 さで、底面は

凹凸が著 しい。床面はシル トによる10cm前 後の貼床に

より平坦である。中央部から西壁 にかけて炭化物が1.5

m四 方の範囲に分布する。同地点では床面 も硬化 してい

ることが確認された。西壁際には、被熱硬化 した部分 も

観察で き、炉跡の可能性が考えられる。 また、南壁際に

10

は多量の粘土塊が見つかっている。北東角は幾分窪んで

お り、器台(440)が 出土 している。柱穴は確認できない。

ST317竪 穴住居(第317図)調 査区中央南寄 りに位

置する。主軸方向はN-51。-Eで ある。東西3.5m、 南

北3.8mを 測る。掘 り方の深 さは10～20cmあ り、周辺

部が深 く、中心部は浅 く掘 り込まれている。厚さ10cm

程の貼床が認められる。炉跡と柱穴は確認できない。床

面には中心部から西壁に向けてと、北東部に炭化物が不

整形に分布す る。中央か ら西壁にかけての東西2.5m、

南北1.5mの 範囲は床面が硬化 する。この状態はST

316に 類似する。周辺の畝状遺構を切 って作 られる。

ST324竪 穴住居(第43図)調 査区西側北寄 りに位

置する。主軸方向はN-60Q-Wで ある。北側 はSD325

に切 られている。東西2,7m、 南北2.5m以 上であ る。

掘 り方の深 さは約20cmあ り、10cm程 の厚 さの貼床があ

る。床面直上には、中心部から広範囲に炭化物が分布す

る。炉跡 と柱穴は確認できないが、東壁南寄 りに住居跡

に付属すると考えられるEK363土 坑がある。土坑底面

に炭化物が認められる。

掘立柱建物

SB394掘 立 柱 建 物(第44図)調 査 区 東 寄 りで検 出

さ れ た 、2問 ×2問 の 総 柱 建 物 跡 で あ る 。 東 西3.8m、

南 北3.6mを 測 る。 柱 問 は 概 ね1.8～2.Omで あ る が 、

南 北 の 中 央 柱 列 は 、 東 西 の 柱 筋 か ら僅 か にず れ る た め 、

EB252とEB255間 は1.3mし か な い 。 掘 り方 は 径60

～80cmの 円 形 も し くは 楕 円 形 を呈 す る
。 深 さ は 四 隅 が

約80cmと 深 く、 そ れ 以 外 は50cm程 の 掘 り込 み で あ る。

EB249・263・269・277・308の 底 か ら は横 木 が 出土 す

る 。 主 軸 方 向 はN-32Q-Wで あ る 。

SB403掘 立 柱 建 物(第45図)調 査 区 中 央 に あ り、

ST275・276と 重 複 す る 、1問 ×2問 の 南 北 棟 で あ る。

規 模 は 東 西3.8m、 南 北46mを 測 る 。 南 北 柱 列 の 中央

に あ る 柱 穴(EB373・385)は 、 や や 外 側 に 開 き柱 筋

か らず れ る こ とか ら独 立 棟 持 柱 の 可 能 性 も考 え ら れ る。

柱 穴 の 掘 り方 は、 径80cm前 後 の楕 円 形 を呈 す る 。EB

373・379が1mの 深 さ持 つ が 、 他 は60～70cmで あ る。

柱 根 と横 木 、 礎 板 の 遺 存 状 態 が 良 い 。EB378のRW

l647柱 根 以 外 は 全 て 底 面 に繰 り込 み を持 つ 柱 根 で 、 横

木 と組 まれ て い る。 主 軸 方 向 はN-45Q-Eで あ る 。



SB406掘 立 柱 建 物(第45図)調 査 区 東 寄 りに あ り、

SB403とSB394の 中 間 に 位 置 す る。1問 ×2問 の 東

西 棟 で あ る。 規 模 は東 西3.lm、 南 北3。2mで ほ ぼ正 方

形 を 呈 す る 。 四 隅 の柱 穴 は 、 南 北 柱 列 中 央 のEB382・

384よ り大 き く、 径 は60～80cmを 測 る。 深 さ は い ず れ

も40cm程 で あ る。 底 面 に は、 礎 板 が 良 好 な状 態 で 遺 存

す る 。 主 軸 方 向 はN-450-Eで あ る 。

土坑 ・性格不 明遺構

SK246・264土 坑(第46図)遺 構1の分布が希薄な、

調査区東側で検出された。底面直上の炭化物層が検出面

であり、覆土は残っていない。平面形は不整楕円形 を呈

する。重複するが新旧関係は不明である。

SK233土 坑(第46図)長 径約90cmの 不整楕円形を

呈する。底面中心部分に炭化物が薄 く堆積する。

SK320土 坑(第46図)長 径1.2mの 不整楕円形 を呈

する。底面は平坦で、焼土ブロックを含む炭化物層が4

cm前後の厚さで堆積する。出土遺物は無い。

SX243性 格不明遺構(第47図)幅1.3～2,2mを 測

る不整形の遺構である。底面 に炭化物層が堆積 し、遺物

を含む。北東部はST316に よって切 られる。

SX243性 格不明遺構(第47図)畝 状遺構がある微

高地 と、水田がある低地 との境 に位置する。長軸4.7m

の瓢形 を呈する。立ち上 りは緩やかである。底面 には炭

化物層があ り、土器も多量に出土する。この傾斜変換点

には帯状に遺物の出土が見 られ、SX243を 含め 自然地

形の窪地に堆積 したもの と判断される。

畝状遺構

SGl河 川跡 を挟んで東西に見られるが、西側の方が密

で方向も揃っている。微高地から低地にかかる傾斜面に

あ り、傾斜に対 して直交する。平均的な幅は約25cmで 、

深 さは15cm前 後が多い。長さは掘 られた場所の条件 に

よって異なるが、5m前 後の ものが多い。最 も長いの

は13mを 超 えるが、重複 している可能性 もある。底面

には掘削による凹凸が認められる。覆土は炭化物 を含む

ものが多い。遺物 は炭化物層中や、上面から出土する。

ST270の 東側は北から約34。 東に傾 き、西側は約40。

東に傾 く。SGIの 東側 については、55～70Q東 に傾 く

ものと、24Q西 に傾 くものとが交差する。東に傾 く一群
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とST270は 共 存 す る と推 測 さ れ る。ST14・15・16・17

は 畝 状 遺 構 の 上 に作 られ て い る 。

水田跡

調査 区南西部の低地で検出された。面積は、東西約70m、

南北約12mの 範囲にあ り、およそ800㎡ である。検出

したのは長方形を基本 とした小区画と、それを包括する

大区画の一部である。水田上面 を覆っていたのは、多量

の砂礫を含む土で、 これを取 り除 くことによって水田面

が現れる。水田面には細かい凹凸が見 られ、水口付近に

は多数の足跡が認められた。小区画の規模は、東西5.8

～6 .Omの ものと6.9～7.1mを 測るもの。南北32～42

mの ものと4.7～52mを 測るものがある。調査区の関

係で全体の面積を確認できるのは5区 画のみである。面

積 は概ね3段 階に別れ、最小面積 は約19㎡(1区 画)、

次いで約27血(2区 画)、 約31㎡(2区 画)で ある。

畦畔は、平均で50cmの 幅があ り、約10cmの 高さが遺存

する。東西の畦畔には5ヶ 所、南北の畦畔には2ヶ 所の

開口部が認められる。大畦畔は東西約56m、 南北約11

mを 検出した。幅は1.1～1.4mあ り、高さは約15cm遺

存する。東西大畦畔は緩 く弧を描 き、北西部で南北大畦

畔 と直交する。南北大畦畔は約38Q東 へ傾 き、その西

側 の小畦畔は角度 を小 さ くして約230東 へ傾 く。反対

に東側は角度 を大 きくして約470東 へ傾 く。検出 した

部分を見る限 り、東西大畦畔を扇端 とした扇形 を呈する。

水路は東西大畦畔の北側に並行 している。水路の幅は約

1m、 深 さは35cm前 後である。

2遺 物

竪穴住居出土遺物(第83図)本 調査で検出 した竪穴住

居 は、床面直上で検出されたものが多 く、覆土が殆 ど残 っ

ていない状況である。そのため住居跡内からの出土遺物

が少なく、良好な一括資料には恵まれない。その中で比

較的まとまった量が出土 したのは、ST242と250竪 穴

住居である。ST242か らは器台、高杯、小型丸底鉢、

壷、甕(413～423)な どが出土 している。413は 脚部

を欠損するが、器台 と考えられる。口縁部内面に僅かな

窪みを持たせた面が作 られる。415の 高杯は、外面が被

熱 しているが赤彩された ものである。器面の調整は丁寧

で、焼成 も硬質である。416～418は 小型の鉢で口縁部

11
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が僅かに内湾する。418は 口縁部が長 く、体部が浅いタ

イプで、417は 口縁部 と体部の比率がほぼ均等なタイプ

である。419・421は 「く」の字口縁甕、422は 口縁端部

に丁寧な面取 りが施 される。423は 面取 りされた口縁部

に木口で刻みを入れて装飾を加 えた甕である。ST250

からは小型土器、高杯、壷、鉢、甕(424～432)が 出土

している。424は 壷形の小型土器で、赤彩 された もので

ある。425・426は 椀形の圷部 を持つ高杯である。425は

赤彩が施 されたもの、426は 上半が柱状中実で、下半が

開 く脚部を持つ。430～432は 「く」の字状口縁の甕で、

口縁端部 は丸みを持つが、431は 僅かな面取 りが認めら

れる。ST265か らは器台 と壷が出土 している。433は

赤彩された器台の受部である。外面は中程で大きく屈曲

して立ち上がる。434は 口縁部が内湾する壷である。内

面はハケメ、外面は ミガキ調整である。ST270か らは、

鉢形の小型土器435と 、赤彩 された鉢436が 出土 した。

436は 内湾 した長い口縁部と浅い体部の鉢である。内面

には、体部 と口縁部の境に僅かな稜が見 られ、外面は棒

状工具で付けられた沈線により、境 を作 り出 している。

ST307か らは高」不、壷、鉢(437～439)が 出土 してい

る。437・438は 赤彩 された壷 と鉢で、底部に小 さな窪

みを持つ。2点 とも被熱 した痕跡が認め られる。439の

高杯脚部は上部が柱状中実で、基部か ら外反気味に緩や

かに開 く。440はST316出 土の器台である。脚は短 く、

裾が外反気味に大 きく広がる。円窓が3ヶ 所に穿たれる。

受部か ら脚部への貫通孔 は持たない。

土坑 ・性格不明遺構出土遺物(441～461)444はSK

264出 土の折 り返 し口縁 を持つ壷である。445は 単孔の

甑で、口縁部は折 り返 しによる。SX244か らは器台、

高杯、鉢、甕等(446・447・449～456)が 出土 している。

446・4467は 「く」の字口縁 の甕である。449は 受け部

から脚部への貫通孔を持ち、円窓は三方に穿たれる。口

縁部で屈曲し、外面に稜 を持って立ち上が る。脚は基部

から外反 して緩やかに開 く。450は 高杯の脚部 と考えら

れる。横方向の弱いハケメ調整が施されるが、胎土には

粗砂 を多 く含み、作 りは雑な印象を受ける。451は 器厚

が薄 く、胎土も緻密な鉢で赤彩 される。外面は縦方向の

ミガキ調整、内面は口縁部が横方向の ミガキと底部に放

射状のハケメ調整が丁寧に施 される。454は 口縁部形態

は不明であるが、縦長の体部に平底 を持つ、赤彩された
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土器である。小型土器 として分類 した。455は 体部が大

きく内湾 し、絞 り込まれた上部には幅2cm程 の粘土が貼

り付けられる。上端部は薄 く歪みがあ り、波状の口縁に

なる可能性 も考 えられる。SX345か らは器台、甕、壷

が出土 した。457と458は ほぼ同じ形状の異形器台であ

る。受部か ら脚部まで貫通孔があり、この部分 に差異が

認められる。499と500も 同形の壷 と考えられる。

溝跡出土遺物(462～489・491～497・501～509)S

D236か らは器台、高」不、甕、壷等多 くの土器が出土 し

た。462は 赤彩 された器台で、脚部は上半が柱状中実 と

なり、下半は大 きく開く。受部は小 さい。円窓は3方 に

穿つ。466～478・472・475・497は 二重口縁の壷である。

466は 口縁部 に貼 り付 けた凸部に刻みを入れて加飾 して

いる。475の 有段 口縁 は長 く、大 きく開く。内面の段 も

明瞭である。473・479・485・508等 の 「く」の字口縁

の甕は体部が丸 く張 り、最大径 を体部中央 に求められる。

476・478・484・499・500等 の小型壷は、肩の張 りが弱 く、

体部の最大径 をやや下方に有する。高杯は椀形の杯部を

持つ。鉢には口縁部が長 く、体部が浅いタイプと体部が

深 くなるタイプ、さらに椀形 も見 られる。509は 完形の

スプーン形土製品である。ケズ リ調整が認められる。

SG1・2河 川跡出土遺物(510～572)器 台、高」不、鉢、

甕の各器種が出土 している。器台は受部が椀形 になる

510や514、 皿形で浅 く口縁部が屈曲する511・513が あ

る。脚部 も貫通孔の有無や上半を柱状中実にす るタイプ

等に分けられる。鉢は長い口縁部を持つタイプと椀形が

見 られる。519は 口縁部を短 く外反させたもので、内面

はミガキ、外面はハケメとケズ リ調整 による。547は 底

部から直線的に開き、548は 口縁部 を強 く外反 させたも

のである。内外面共 ミガキ調整が施 される。壷 には大小

が認められる。537は 折 り返 し口縁、557～561は 口縁

部が短い小型壷である。甕は 「く」の字口縁が多 く、体

部中央に最大径 を持つ ものが顕著である。

包含層出土遺物(573～707)器 台、高」不、鉢、壷、甕

小型土器の各器種が出土 している。主たるものは遺構内

出土の土器 と同様の特徴 を有する。特徴的なものとして

は、口縁部に段 を有する鉢(600)、 口縁部に竹管状の工

具で沈線 を加飾 した壷(642・646)、 口縁端部に刻みを

入れた甕(696・697)な どがある。木製品では梯子(745)

や柱根が出土 している。
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1放 射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

2フ.ラ ン ト ・オパ ー ル 分 析

試 料

試料は、古墳時代前期 とされる水田跡か ら採取 され

た試料No.20～Nα34の 計15点 である。 また、樹種同定

で草本 と同定 された炭化物(試 料No.18、No.19)に ついて、

灰像分析による同定 を試みた。

分析結果

(1)水 田跡(試 料No.20～No.34)

水 田跡(稲 作跡)の 検討が主 目的であ ることか ら、

同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、

タケ亜科の主要な5分 類群に限定 した。 これ らの分類

群について定量 を行い、その結果を図1に 示 した。

(2)炭 化物(試 料No.18、No.19)

灰像を観察 した結果、試料Nα19(サ ンプルB)で は

ヨシ属の機動細胞 に由来す る珪 酸体 が多量 に検 出さ

れ、その他の分類群は検出 されなかった。 このことか

ら、本試料のおもな給源植物はヨシ属 と考え られる。

試料Nα18(サ ンプルA)で は、機動細胞や短細胞が

配列する細胞組織お よびそれらの単体 はほとんど認め

ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 本 試 料 の 給 源 植 物 は植

物 珪 酸 体 を 形 成 し な い種 類 と考 え られ る 。

考 察

(1)水 田 跡 の検 討

水 田 跡(稲 作 跡)の 検 証 や 探 査 を行 う 場 合 、 一 般 に

イ ネ の プ ラ ン ト ・オ パ ー ル が 試 料1gあ た り5,000個 以

上 と高 い 密 度 で 検 出 さ れ た 場 合 に 、 そ こ で 稲 作 が 行 わ

れ て い た 可 能 性 が 高 い と判 断 して い る(杉 山,2000)。

た だ し、 密 度 が3,000個/g程 度 で も水 田 遺 構iが検 出 さ

れ る事 例 が あ る こ と か ら、 こ こ で は判 断 の 基 準 を3,000

個/gと して 検 討 を行 っ た 。

水 田 跡 か ら採 取 さ れ た 試 料No.20～No.34に つ い て 分

析 を 行 っ た 結 果 、 試 料No.20、23、26、29、33、34の

6試 料 か らイ ネが 検 出 され た 。 こ の うち 、 試 料No.26で

は 密 度 が5,300個/gと 高 い 値 で あ り、No.23とNo.29で

も3,000個/gお よび4,500個/gと 比 較 的 高 い値 で あ る 。

し た が っ て 、 こ れ らの 地 点 で は 稲 作 が 行 わ れ て い た 可

能 性 が 高 い と考 え ら れ る 。

な お 、No.20で は イ ネ の 密 度 が2,300個/gと 比 較 的

低 い 値 で あ

り、No.33と

No.24で は

1,000個/g

前 後 と 低 い

値 で あ る 。

ま た 、 そ の

他 の9試 料

か ら は イ ネ

は 検 出 さ れ

な か っ た 。

こ の よ う

に 、 水 田 跡

の 試 料 で イ

ネ が あ ま り

検 出 さ れ な

い 原 因 と し

13
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ては、洪水によって耕作土が流 出 したこと、採取地点

が畦畔など耕作面以外であったこと、採取地点におけ

る耕作期間が短期間であったことな どが考えられるが、

ここでの原因は不明である。

(2)堆 積環境の推定

ヨシ属 は湿地的な ところに生育 し、ススキ属やタケ

亜科 は比較的乾いた ところに生育 している。 このこと

か ら、これ らの植物の出現状況 を検討することによっ

て、堆積当時の環境(乾 燥 ・湿潤)を 推定す ることが

で きる。 イネ以外 の分類群では、 ヨシ属が比較的多 く

検出 され、ススキ属型やタケ亜科は比較的少量 である。

お もな分類群の推定生産量 によると、 ほとんどの試料

で ヨシ属が優勢 となっている。以上のことか ら、当時

の調査区周辺はヨシ属が生育するような湿地的な環境

であったと考えられ、そこを利用 して水 田稲作が行わ

れていたと推定 される。また、水田雑草 として ヨシ属

が生育 していたことや、休閑期 間中にヨシ属が繁茂 し

ていたことなども想定 される。

ま と め

プラン ト・オパ ール分析の結果古墳時代前期 とされ

る水田跡か ら採取 された試料では、部分的にイネが多

量 に検 出され、同遺構で稲作が行われていたことが分

析的に検証 された。なお、イネが検 出されない試料や、

イネの密度が低い試料

もあることか ら、洪水

によって耕作土が流出

したことなどが想定 さ

れる。当時の調査区周

辺はヨシ属が生育す る

ような湿地的な環境で

あったと考 えられ、そ

こを利用 して水田稲作

が行われていたと推定

される。樹種同定で草

本 と同定 された試料No

19(サ ンプルB)に つ

いては、 ヨシ属がおも

な給源植物 と考 えられ

る。

3梅 野木前1遺 跡における花粉分析

結 果

(1)分 類群

出現 した分類群 は、樹木花粉18、 樹木花粉 と草本花

粉 を含 むもの3、 草本花粉13、 シダ植物胞子2形 態の

計36で ある。これらの学名 と和名お よび粒数を表1に

示 し、花粉数が200個 以上計数できた試料は、周辺の植

生を復元するために花粉総数を基数とする花粉 ダイアグ

ラムを図1に 示す。なお、200個 未満であっても100個

以上の試料については傾向をみるため参考に図示 し、主

要な分類群は写真 に示す。また、寄生虫卵について も観

察 したが検出されない。

以下 に出現 した分類群を記す。

〔樹木花粉〕 モミ属、マツ属複維管東亜属、スギ、イチ

イ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科、ヤナギ属、クル ミ属、サ

ワグル ミ、ハ ンノキ属、カバノキ属、クリ、シイ属、ブ

ナ属、コナラ属 コナラ亜属、ニ レ属 一ケヤキ、エノキ属

一ムクノキ、モチノキ属、カエデ属、 トチノキ、

〔樹木花粉 と草本花粉 を含むもの〕クワ科 一イラクサ科、

マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕 ガマ属 一ミクリ属、、イネ科、イネ属型、カ

ヤッリグサ科、タデ属サナエタデ節、アカザ科 一ヒユ科、

14
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スベ リヒユ属、ナデシコ科、アブラナ科、チ ドメグサ亜

科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花 粉群集の特徴

いずれの試料 も花粉密度が低 く、樹木花粉 より草本花

粉の占める割合が高い。草本花粉がほとん どを占め、ヨ

モギ属が卓越 し、イネ科 もやや多 く、キク亜科、カヤッ

リグサ科 などが低率に伴われる。樹木花粉は、 コナラ属

コナラ亜属、マツ属複維管束亜属、スギ、ニ レ属 一ケヤ

キ、ハ ンノキ属などが出現す る。

考 察

草本が多 く、乾燥 を好むヨモギ属や多様な環境 に生育

するイネ科が優占することから、堆積地周辺は日当た り

の良い比較的乾燥 した草本の生育する開地の環境であっ

た と推定される。このことは、遺構が畑跡であることと

矛盾 しない。ヨモギ属 とイネ科を主とするこれら草本は、

人里植物、耕地雑草の性格 を持つ。明らかな栽培植物は

検出されなかったが、細分の困難なイネ科 にはムギ類 と

雑穀類が含まれるため、これらが栽培 されていた可能性

もある。周辺には樹木は少な く、周辺地域にマツ属複維

管束亜属、スギなどの針葉樹 とコナラ属 コナラ亜属、ニ

レ属 一ケヤキなどの落葉広葉樹が分布 していたと考えら

れる。

ま と め

梅野木前1遺 跡の畑跡覆土 について花粉分析 を行 っ

た。その結果、比較的乾燥 を好み人里植物、耕地雑草の

性格の強いヨモギ属やイネ科の草本が優勢に繁茂 してい

た と推定され、遺構が畑跡であることと矛盾 しない結果

が得 られた。明 らかな栽培植物は検出されなかったが、

イネ科のムギ類 と雑穀類の栽培の可能性が示唆 された。

4梅 野木前1遺 跡における樹種 同定

試 料

試料は、住居跡 より出土 した柱

材3点 と屋根材2点 の合計5点 の

炭化物である。

結 果

結果 を表1に 示 し、主要な分類

群の顕微鏡写真 を図版 に示す。以

下に同定の根拠 となった特徴 を記

す。

コナラ属 コナラ節Quercussect .Prinusブ ナ科

横断面:年 輪のはじめに大型の道管が、1～ 数列配列

する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管が、

火炎状に配列する。早材か ら晩材 にかけて道管の径は急

激 に減少する。

放射断面:道 管の穿孔 は単穿孔で、放射組織は平伏細

胞からなる。

接線断面:放 射組織は同性放射組織型で、単列のもの

と大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節 に同定 される。 コナ

ラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、 ミズナ

ラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉

高木で、高さ15m、 径60cmぐ らいに達する。材は強靭

で弾力に富み、建築材などに用いられる。

草本?Grass?

肉眼での観察において、薄い植物遺体が折 り重なり束

状の形質を呈 したものが観察 される。顕微鏡下の観察に

おいては、並立維管束が存在する。並立維管束は木部 と

師部からな り、その周囲に維管束鞘が存在する。 また、

道管や放射柔細胞などの組織は見 られず、木材の形質を

呈 していない。以上の形質より、木材以外の草本などの

植物遺体 と考えられる。

所 見

同定の結果、梅野木前1遺 跡出土の炭化物のうち、柱

材3点 はコナラ属 コナラ節 であった。屋根材2点 は草

本?と 思われる。コナラ属コナラ節は日当た りの良い山

野に生育する落葉高木で、温帯を中心 に広 く分布する。

ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素が含

まれる。木材 は強靭で弾力に富み、建築材 として も用い

られる木材である。草本?は イネ科 などの草本が、幾重

にも折 り重なったものと考えられる。
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調査の まとめ

緊急地方道路整備事業に伴 う、梅野木前1遺 跡の発掘

調査は、平成15年 度、16年度の2ヵ 年にわたって行った。

平成15年 度の第1次 調査で検出したのは、主に奈良 ・

平安時代の遺構 と遺物である。遺構は竪穴住居7棟 、掘

立柱建物5棟 、河川跡、土坑、柱穴等総数207に 及ぶ。

出土遺物は96箱 である。

竪穴住居からの出土遺物には大 きな時問差はな く、主

体は概ね、9世 紀前半に所属すると考えられるが、重複

する遺構 もあ り複数の時期が想定される。撹乱などによ

る遺構の状態により、不明な点が多いものの、推定され

るカマ ドの位置や主軸方向などからST15・17→ST

14・16・80、ST19・107の 時期変遷が考えられる。ま

た、掘立柱建物は、ST17とSB120掘 立柱建物 との

重複が認められ、SBl20の 方が新 しいことが確認され

ている。掘立柱建物 自体の時期 を判断する資料は得 られ

ていないが、ST16やST107と 共存す る可能性は十

分 に考えられる。

出土遺物では墨書土器の出土量が卓越する。山形県内

では、現在 までに墨書土器や木簡等の古代の文字資料が

約5,500点 出土 している。梅野木前1遺 跡か らは192点

の墨書土器が出土 してお り、県内では11番 目の量であ

る。山形盆地では、寒河江市の三条遺跡か ら520点 、次

いで本遺跡 に近接する今塚遺跡か ら286点 の出土があっ

た。今塚遺跡では、9世 紀前半から一定量の墨書土器が

見られるが、主体 となるのは9世 紀中～後半にかけてで

ある。文字種 は前半で 「守」の出土例 もあるが、主体 と

なる時期では 「麗」「高」が突 出する。それに対 して梅

野木前1遺 跡は、9世 紀前～中頃を主体 とし、文字種は

「守」が突出する。 これらの ことから、梅野木前1遺 跡

と今塚遺跡 には共通点を見出せるが、時期的には梅野木

前1遺 跡が若干先行 し、今塚遺跡が後続すると考えられ

る。墨書土器出土の背景 としては、出土地点がほぼSG

1河 川跡内に限られることや、人為的な打ち欠 きを行っ

ているものが認められることなどか ら、祭祀に関るもの

が大半を占めると考えてお きたい。

平成16年 度の第2次 調査 では、主に古墳時代 の遺構

と遺物 を検出 した。遺構 は竪穴住居16棟 、掘立柱建物

3棟 、河川跡、水田跡、畑跡、溝跡、土坑、柱穴等総数

199に 及び、出土遺物は180箱 を数える。

竪穴住居は、外周溝を持つ大型の住居 と、一辺3m前

後の小型の住居に分けられる。外周溝 を持つST242・

250・270は 住居 内におけるベ ッ ド状遺構の 存在や主柱

穴の位置などの共通点 も多 く、同時存在の可能性が極め

て高いと考えられる。また、削平を受けて不明瞭ではあ

るが、ST260も 同様の構造を持つと推定 されことから

4棟 が同時存在 したと考えられる。竪穴住居の切 り合い

により新 旧関係 を求められるのは、ST276・307とS

T260に 限られ、ST260が 新 しいことを確認 している。

一方、ST270の 周囲に作 られた畝状遺構は、ST270

と共存すると考 えられることか ら、畝状遺構の上に作 ら

れたST314・315・316・317はST270よ り新 しいこ

とになる。さらに掘立柱建物 との関連では、ST275・

276の 上 にSB403、ST306の 上にSB406、SD251

の上にSB394が 作 られていることを確認 している。こ

れらのことから、ST276・306竪 穴住居の時期→外周

溝を伴 う大型の竪穴住居の時期→小型の竪穴住居、ある

いは小型の竪穴住居 と掘立柱建物共存の時期の3時 期の

変遷が想定できる。

水田跡に関しては、畝状遺構 と競合せず地形 を考慮 し

た配置に、計算された土地利用 をうかが うことができる。

したがって、外周溝 を伴 う大型の竪穴住居 と畝状遺構、

水田跡が共存 したと推測 される。

出土遺物は遺構内から出土 したものが少なく、遺構毎

の時期判断は困難であるが、概ね新潟シンポ8～9期 、

辻編年皿 一1～2期 に相当するものと考えられる。詳細

な分類 まで至 らなかったが、今塚遺跡や、馬洗場B遺 跡

等の出土遺物 とも比較 し検討することが課題である。

最後に調査区内で検出された噴砂の痕跡であるが、第

1調 査では古墳時代の面で吹き溜 まっていることが確認

され、第2次 調査では、SD251の 覆土を切っているこ

とが確認された。時期を異にする地震があったかは、今

後の分析の結果を待ちたい。
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遺物観察表

表1奈 良 ・平安時代遺物観察表1

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部調整 胎土 焼成

1RP566ST1450-80G須 恵 器 蓋(170) 4 細砂混 堅

2RP838ST14 須 恵器 杯(150) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

3RP177ST1450-90G須 恵 器 壺 (70) 3ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転 ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅

4RP821ST14 土 自雨器 甕(148) 6 ナデ ハケ メ 粗砂混 堅

5RP174ST1450-90G土 師 器 甕 7 細砂混 軟

6RP711ST1450-90G土 師 器 甕 7 ハケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

7RP176ST1450-90G土 師 器 甕 5 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

8RP183ST1590-80G須 恵 器 有 台 圷(148)(80)635ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

9RP187ST16 須恵器 甕 6ア テ 痕 ・ハ ケ メ タ タキ ・ハ ケ メ 細砂混 堅

10RP340ST1680-50G土 師 器 甕 42 9 ハケ メ ケズ リ 細砂混 堅

11RP376ST17 須 恵器 杯(124)74315ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

12RP378ST1780-40G須 恵 器 杯(136)(74)344ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 軟

13RP833ST17 須恵器 壺 4 緻密 堅

14RP193ST1780-40G須 恵 器 壺 (105) 8 カキ メ 細砂混 堅

15RP834ST17 土師器 甕 7 細砂混 堅

16RP192ST1780-40G土 師 器 甕(144) 5 ナデ ハケ メ 細砂混 堅

17RP375ST1780-40G土 師 器 壺 6 ナデ ハケ メ 粗砂混 堅

18RP676ST1780-40G土 師 器 甕 4 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

19RPI90STI7 土師器 甕 5 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

20RP257STI950-70G須 恵 器 杯14068344ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 軟

21RP259STI950-70G須 恵 器 鉢(234)(126)1647ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 細砂混 堅

22RP334ST8070-60G須 恵器 有台」不 82 6ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

23RP336ST8070-60G須 恵器 甕(156) (153)8ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 粗砂混 堅

24RP337ST8070-60須 恵器 甕(150) (192)7ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 粗砂混 堅

25RP347SK5380-30G土 師 器i甕 5 細砂混 堅

26RP350SP7670-40G須 恵 器 甕 11ア テ 痕 ・ハ ケ メ タタキ 細砂混 堅

27RPI71SDI360-80G須 恵 器 杯(130)72424ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

28RPI72SDI360-80G須 恵 器 壼 6ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

29RP820SX156 須恵器 甕 10ロ ク ロナデ 細砂混 堅

30RP836SX155 須恵器 甕 9 細砂混 堅

31RPI15SG225-80G土 師 器i甕 64 7 ハケ メ ハ ケ メ ・ケ ズ リ もみ痕 細砂混 堅

32RP425SG170-80G須 恵器 蓋146 345 ケズ リ 粗砂混 堅

33RP315SG150-80G須 恵 器 蓋160 324ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

34RP438SG170-80G須 恵 器 蓋(138) 248ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

35RP609SG150-80G須 恵 器 蓋(150) 375ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

36RP579SG150-80G須 恵 器 蓋156 365 細砂混 堅

37RP825SG150-80G須 恵 器 蓋152 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

38RP202SG170-80G須 恵 器 蓋(147) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

39RP807SG140-80G須 恵 器 蓋(148) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

40RP657SG140-80G須 恵 器 蓋(150) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

41RP827SG142-78須 恵 器 蓋(154) 4ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

42RP273SG1 須 恵器 蓋(134) 5ロ ク ロナデ ロクロナデ ・ケ ズリ 細砂混 堅

43RP206SG170-80G須 恵 器 蓋(157) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

44RP302SG150-80G須 恵 器 蓋 9ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

45RP822SG170-80G須 恵 器 蓋 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

46RP831SG140-80G須 恵 器 蓋 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

47RP647SG140-80G須 恵器 有台杯10360565ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

48RPllSG125-80G須 恵器 有台杯130 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

49RP358SG170-70G須 恵 器 有 台 杯(140)(80)674ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 細砂混 堅

50RP284SG160-80G須 恵器 有台杯15680765ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

51RP221SG170-70G須 恵 器 有 台 杯(138)(80)695ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 細砂混 堅

52RP478SG160-80G須 恵 器 有 台 杯150(80)534ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

53RP745SG166-70G須 恵 器 有 台 杯(132)(102)464ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 細砂混 堅

54RP423SG170-80G須 恵器 有台杯 64 4 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

55RP692SG150-80G須 恵 器 有 台 杯13276424ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

56RP539SG160-80G須 恵器 有台杯13078424ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

57RP614SG150-80G須 恵 器 有 台 杯(136)(90)454ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

58RP418SG170-80G須 恵 器 双 耳 杯11364495ロ ク ロナ デ ロ ク ロ ナ デ ・ケ ズ リ 回転糸切 り 粗砂混 堅

59RP638SG150-80G須 恵器 双耳杯11034504ロ ク ロナデ ロクロナデ ・ケ ズリ 回転ヘ ラ切 り 粗砂 混 堅
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遺物観察表

奈良 ・平安時代遺物観察表2

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部調整 胎土 焼成

60RP412SG170-70G須 恵 器 双 耳 」不(110)(72)525ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

61RP479sG160-80G須 恵 器j不13686374ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

62RP742sG154-76G須 恵 器j不(146)(84)415ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

63RP646SG166-70G須 恵 器 杯14885405ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

64RP628SG150-80G須 恵 器 杯(150)(82)414ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

65RP562SG160-80G須 恵 器 杯14482374ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

66RP656SG140-80G須 恵 器 杯(136)82404ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

67 SG150-80G須 恵 器 杯13580334ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

68RP538SG160-80G須 恵 器 杯(135)82354ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

69RP557SG170-80G須 恵 器 杯13781355ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

70RP744SG166-70G須 恵 器 杯14080(38)3ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

71RP652SG140-80G須 恵 器 杯(148)90415ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

72RP726SG142-73G須 恵 器 杯(138)(76)394ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

73RP623SG150-80G須 恵 器 杯(137)(85)353ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

74RP298SG160-80G須 恵 器 杯(144)76385ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

75RP668SG140-80G須 恵 器 杯13880343ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

76RP473SG150-80G須 恵 器 杯(152)74374ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

77RP263SG160-80G須 恵 器 圷(136)(82)356ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

78RP292SG160-80G須 恵 器 圷(140)(70)355ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

79RP324SG160-80G須 恵 器 圷(138)(84)363ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

80RP504SG160-80G須 恵 器 圷(135)64354ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

81RP521SG160-80G須 恵 器 圷13678375ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

82RP476SG160-80G須 恵 器 圷(150)(86)314ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

83 3区 中央 須恵器 圷(132)74364ロ クロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

84RP199SG170-80G須 恵 器 圷(140)72384ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

85RP573SG150-80G須 恵 器 圷(136)82404ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅

86RP416SG170-70G須 恵 器 圷(142)(84)334ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

87RP422SG170-80G須 恵 器 圷14286304ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

88RP279SG1 須恵器 圷13876345ロ クロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

89RP435SG170-80G須 恵 器 圷13678354ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

90RP403SG170-70G須 恵 器 圷(145)77423ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

91RP603SG150-80G須 恵 器 」不(140)(72)393ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

92RP424SG170-80G須 恵 器 」不 95 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

93RP528SG160-80G須 恵 器 」不(132)(76)334ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 堅

94RP455SG170-80G須 恵 器 」不(134)(70)324ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

95RP466SG170-80G須 恵 器 」不(138)(78)323ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 堅

96RP276SG160-80G須 恵 器 」不(140)(86)364ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 堅

97RP402SG170-70G須 恵 器 」不(130)(74)314ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 細砂混 堅

98 SG170-70G須 恵 器 」不(146)(84)404ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転ヘラ切 り 粗砂混 堅

99RP470SG170-80G須 恵 器 」不(140)(90)356ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 静止糸切 り 粗砂混 堅

100RP572SG150-80G須 恵 器 」不13878415ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

101RP282SG160-80G須 恵 器 」不(140)64375ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

102RP354 70-70G須 恵 器 」不14663445ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 り 細砂混 軟

103RP738SG148-78G須 恵 器 」不(152)(86)364ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

104RP446sG170-80G須 恵 器j不(132)74364ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 粗砂混 堅

105RP749sG166-70G須 恵 器j不(150)(70)383ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

106 sG160-80G須 恵 器j不(133)64353ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

107RP439sG170-80G須 恵 器j不(146) 393ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

108 sG170-70G須 恵 器j不(134)56474ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

109RP3SG1 須恵器j不(142) 385ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

110RP396sG170-80G須 恵 器j不(140)64404ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

111RP484sG160-80G須 恵 器j不(144)78415ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

112RP14sG125-80G須 恵 器j不(125)(64)423ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 細砂混 堅

113RP622SG150-80G土 師器j不12068374ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切り 粗砂混 堅

114RP507sG160-80G須 恵 器j不(140) 5ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 堅

115RP664sG140-80G須 恵 器j不160 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 堅

116RP17sG125-80G須 恵 器j不(170) 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 堅

117RP296SG160-80G須 恵 器 蓋142 505ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 堅

118RP659SG140-80G須 恵 器 壺 10ロ クロナデ ・カキメ ロクロナデ 細砂混 堅
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遺物観察表

奈良 ・平安時代遺物観察表3

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部調整 胎土 焼成

119RP266SG160-80G須 恵 器 壺112 4ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

120RP450SG170-80G須 恵 器 壷 6ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

121RP294SG160-80G須 恵 器 壺(88)66966ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転糸切 り 粗砂混 堅

122RP348SD13170-50G須 恵 器 壺 65 7ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

123RP12SG125-80G須 恵 器 壺 120 10ハ ケ メ ・ナ デ ケズ リ 粗砂混 堅

124RP18SG125-80G須 恵 器 壺 6ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

125RP392SG170-80G須 恵 器 壺96 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

126RP755SG168-68G須 恵 器 壺 82 8ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

127RP835SG160-60G須 恵 器 壺 (115) 8 細砂混 堅

128RP311SG150-80G須 恵 器 甕(200) 7 細砂混 堅

129RP832SG160-80G須 恵 器 甕(218) 7ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

130RP494SG160-80G須 恵 器 甕206 10 アテ痕 タタキ 粗砂混 堅

131RP278SG160-80G須 恵 器 甕(220) 4 カキ メ 粗砂混 堅

132RP599SG150-80G須 恵 器 甕 7 ハケ メ タタキ 細砂混 堅

133RP8193区 東壁 須恵器 甕 7 櫛描波状文 細砂混 堅

134RP661SG140-80G須 恵 器 甕 12 ナデ ナデ 細砂混 堅

135RP253SG160-80G須 恵 器 甕 7体 部 アテ痕 タタキ 細砂混 堅

136RP526SG160-80G須 恵 器 甕 6 アテ痕 タタキ 細砂混 堅

137RP635SG150-80G須 恵 器 甕 10 アテ痕 タ タキ ・カ キ メ 細砂混 堅

138RP633SG150-80G須 恵 器 甕 9 アテ痕 タ タ キ ・ナ デ 細砂混 堅

139RP534SG160-80G須 恵 器 甕 12 アテ痕 タタキ 細砂混 堅

140RP417SG170-80G須 恵 器 甕 9 ナデ タタキ 細砂混 堅

141RP732SG142-78G須 恵 器 甕 6ア テ痕 ・磨消 し タタキ 細砂混 堅

142RP641SG150-80G須 恵 器 甕 10 櫛描波状文 粗砂混 堅

143RP658SG160-80G須 恵 器 甕 9 アテ痕 タ タキ ・カキ メ 細砂混 堅

144RP207SG170-70G須 恵 器 甕 10 アテ痕 タタキ 細砂混 堅

145RP233SG160-80G須 恵 器 甕 14ア テ 痕 ・ハ ケ メ タタキ 細砂混 堅

146RP658SG170-70G須 恵 器 甕 8 アテ痕 タ タキ ・ハ ケ メ 細砂混 堅

147RP4SG125-80G須 恵 器 甕 7ア テ 痕 ・ハ ケ メ タタキ 細砂混 堅

148RP551SG160-80須 恵 器 甕 (98) 10 アテ痕 タタキ 細砂混 堅

149RP648SG140-80G須 恵器 鉢(434) 10ロ ク ロナ デ ロ ク ロ ナ デ ・カ キ メ 細砂混 堅

150RP307SG150-80G須 恵器 鉢(222) 5ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

151RP814SG150-80G須 恵 器 鉢 9 カキ メ カキ メ 粗砂混 堅

152RP477SG160-80G須 恵 器 壷 10ロ ク ロナデ ロ クロナデ 粗砂混 堅

153RP818SG190-30G内 黒土器 有 台 杯 (78) 6 ミガキ ケズ リ 細砂混 堅

154RP209SG170-70G土 師器 有台杯 72 6 回転糸切 り 細砂混 軟

155RP826SG160-80G内 黒土器 有 台 杯 (82) 8 ミガキ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

156RP618SG150-80G内 黒土器 杯(142)(70)635 ミガキ ケズ リ 回転糸切 り 細砂混 堅

157RP607SG150-80G内 黒土器 杯(160)(74)726 ミガキ タ テハ ケ ・ケ ズ リ 木葉痕 粗砂混 堅

158RP575SG170-80G内 黒土器 」不13670376 ミガキ ケズ リ 回転糸切 り 緻密 堅

159RP419SG170-80G土 師 器i甕 76 6 ハケ メ ハケ メ 木葉痕 細砂混 堅

160RP736SG148-80G土 師 器 杯(144)(88)586ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ 木葉痕 細砂混 堅

161RP286SG160-80G須 恵 器 杯(134)54475ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 回転糸切 り 粗砂混 堅

162RP829SG170-80G土 師 器 士不(122) 463ロ ク ロナデ ロ クロナデ 回転糸切 り 細砂混 堅

163RP564SG150-80G土 師 器 士不 4ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 堅

164RP815SG170-70G土 師 器 杯(132)(42)464ロ ク ロナ デ ロ クロナデ 細砂混 堅

165RP222SG170-70G土 師 器 ±不(134) 4ロ ク ロナデ ロ クロナデ 細砂混 軟

166RP693SG170-80G土 師 器 ミニチユア4030157 指頭痕 緻密 堅

167RP223SG170-80G内 黒土器 鉢(190)70(115)5 ミガキ ミガキ 網代痕 緻密 堅

168RP6 SG125-80G土 師 器i甕(111) 5 ナデ ハケ メ 粗砂混 堅

169RP328SG170-80G土 師 器 壺 54 5 ナデ 細砂混 軟

170RP816SG160-80G土 師 器i甕(108) 5 ハケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

171RP813SG170-70G土 師 器i甕 7 細砂混 堅

172RP244SG160-80G土 師 器i甕 6 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

173RP394SG170-80G土 師 器i甕 6 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

174RP644SG150-80G土 師器i甕160701586 ハケ メ ハケ メ 木葉痕 細砂混 堅

175RP220SG170-70G土 師器i甕156921355 ハケ メ ハケ メ 木葉痕 細砂混 堅

176RP228SG170-80G土 師 器i甕133(69)(119)6 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅

177RP828SG160-80G土 師 器i甕140 6 ハケ メ ハケ メ 細砂混 堅
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遺物観察表

奈良 ・平安時代遺物観察表4

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部調整 胎土 焼成

178RP823SG170-80G土 師器 甕(140) 4 タテハ ケ 細砂混 堅

179RP812SG170-80G土 師器 甕(160) 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

180RP809SG150-60G土 師器 甕 (88) 6 ハ ケメ ハ ケメ 木葉痕 細砂混 堅

181RP234SG160-80G土 師器 甕 (86) 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

182RP581SG170-80G土 師器 甕(242) (204)6 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

183RP817SG125-75G土 師器 甕(218) 7 ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

184RP824SG160-80G土 師器 甕(208) 6 ナデ ナデ 細砂混 堅

185RP1151SG146-80G土 師器i甕(222) 6 ナデ ナデ 粗砂混 軟

186RP527SG160-80G土 師器i甕(220) 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

187RP258SG170-80G土 師器i甕 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

188RP830SG160-80G土 師器i甕(284) 5 ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

189RP811SG170-70G土 師器i甕 6 ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

190RP407SG170-70G土 師器i甕(240) 6 ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

191RP717SG125-80G土 師器i甕 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

192RP594SG150-80G土 師器i甕 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

193RP502SG170-80G土 師器i甕 5 ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

194RP629SG150-80G土 師器i甕 (94) 5 ハ ケメ ハ ケメ 木葉痕 細砂混 堅

195RP837SG150-80G土 師器i甕 84 5 ナデ ハ ケメ 木葉痕 細砂混 堅

196RP288SG160-80G土 師器i甕 90 7 ナデ ハ ケメ 粗砂混 堅

197RP277SG160-80G土 師器i甕 88 9 ハ ケメ ハ ケメ 木葉痕 細砂混 堅

198RP810SG170-70G土 師 器i甕 65 5 ハケメ ハケメ 木葉痕 粗砂混 堅

199RP449SG170-80G土 師 器i甕 76 6 ハケメ ハケメ 木葉痕 粗砂混 堅

200RP240SG160-80G土 師 器i甕 80 6 ナデ ハケメ 網代痕 粗砂混 堅

201RP395SG170-80G土 師 器i甕 (76) 7 ハケメ ハケメ 木葉痕 細砂混 堅

202RP731SG142-78G土 師 器i甕 84 7 ミガキ ハケメ 板状圧混 細砂混 堅

203RP487SG170-80G土 師 器i甕 90 ハケメ 粗砂混 堅

204RP205SG170-70G灰 紬陶器 碗17672524 ロクロナデ ロクロナデ 緻密 堅

表2墨 書土器 ・転用硯観察表1

番号 登録番号 出土地点 層位 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 底部調整 胎土 焼成 釈文 ・備考

205RP293SG1 F4 須 恵器 杯14480357回 転 糸切 り 細砂混 堅 「依」

206RP769SG2 F5Y 須恵器 杯 66 4回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「依」

207RP281SG1 F3 須 恵器 杯13474385回 転 糸切 り 細砂混 堅 「井 ヵ」

208RP219SG1 F4 須 恵器 杯13054495回 転 糸切 り 細砂混 堅 「右又は九 ヵ」

209RP615SG1 F5 須 恵器 杯14276484回 転 糸切 り 粗砂混 堅 「下」

210RP685SG1 F5 須恵器 壷 82307回 転 糸切 り 細砂混 堅 「下」

211RP771SG1 F5Y 須恵器 蓋 8 細砂混 堅 「下」

212RP489SG1 F5Y 須 恵器 杯14678323回 転 ヘラ切 り ・ナ デ 粗砂混 堅 「下馳」

213RP391SG1 F5 須 恵器 杯(130) 4 細砂混 堅 「下」

214RP271SG1 F5Y 須 恵器 杯14480344回 転 糸切 り 細砂混 堅 「下馳」「百 毛」

215RP444SG1 F5 須 恵器 杯13364383回 転 糸切 り 細砂混 堅 「吉」「」

216RP610SG1 F5 須 恵器 杯14480354回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「刑」

217RP666SG1 F5 須恵器 有台j不 (88) 6回 転 糸切 り ・ナデ 細砂混 堅 「型」

218RP800SG1 須恵器 杯 58 4回 転 糸切 り 緻密 堅 「古 」

219RP463SG1 F5 須恵器 有台j不 87 6回 転 糸切 り 細砂混 堅 「公」

220RP803SG1 F5Y 須恵器 杯 (90) 5回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「三」

221RP637SG1 F3 須 恵器 杯146(76)374回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「三」

222RP675SG1 F5 須 恵器 杯(144)(84)354回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「三」

223RP747SG1 F5Y 須 恵器 杯14284354回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「若」

224RP786SG1 F3 須恵器 蓋 4 細砂混 堅 「守」

225RP464SG1 F5 須恵器 杯 82 4回 転 ヘラ切 り ・ナ デ 細砂混 堅 「守」

226RP518SG1 F5 須恵器 杯 66 5回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」

227RP229SG1 F3 須 恵器 」不15093364回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」

228RP671SG1 F5 須 恵器 杯(140)74394回 転 ヘラ切 り 緻密 堅 「守」

229RP7743区 中央 須恵器 杯 4回 転 ヘラ切 り 粗砂混 堅 「守」

230RP406SG1 F5 須恵器 杯 (80) 3回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」

231RP785SG1 F4 須恵器 杯 80 4回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」

232RP783SG1 F4 須恵器 杯 7回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」

233RP805SG1 F5 須恵器 杯 (64) 4回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「守」
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墨書土器 ・転用硯観察表2

番号 登録番号 出土地点 層位 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 底部調整 胎土 焼成 釈文 ・備考

234RP554SG1 F5 須恵器 」不(136)86344回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

235RP583SG1 F5 須恵器 」不14078354回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 「守」

236RP251SG1 F3 須恵器 」不(136)(82)353回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 「守」

237RP608SG1 F5 須恵器 」不14278363回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 粗砂 混 堅 「守」

238RP616SG1 F5 須恵器 」不13988354回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 「守」

239RP448SG1 F5 須恵器 」不14470303回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

240RP201SG1 F4 須恵器 」不14080364回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

241RP544SG1 F5 須恵器 」不 78 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

242RP325SG1 F4 須恵器 」不 (84) 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

243RP773SG1 F2 須恵器 」不 (56) 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

244RP775SG1 F3 須恵器 杯 (90) 5回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

245RP776SG1 F4 須恵器 杯(140)(70) 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

246RP297SG1 F5 須恵器 杯14288354回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

247RP303SG1 F3 須恵器 杯12876294回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

248RP318SG1 F3 須恵器 杯15177334回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

249RP320SG1 F4 須恵器 杯14676373回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

250RP556SG1 F5 須恵器 杯14874404回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

251RP540SG1 F5 須恵器 杯(140)90353回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

252RP338SG1 須恵器 杯13972353回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

253RP357SG1 F5 須恵器 杯14168374回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

254RP402SG1 F5 須恵器 杯(148)70375回 転糸切 り 細砂 堅 「守」

255RP310SG1 F4 須恵器 杯150(78)393回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

256RP405SG1 F5 須恵器 杯(146)(82)364回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 「守」

257RP429SG1 F5 須恵器 杯(134)(72)394回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

258RP215SG1 F3 須恵器 杯(141)76344回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

259RP309SG1 F4 須恵器 杯(140)61475回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

260RP613SG1 F5 須恵器 杯(136)(82)344回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

261RP596SG1 F5Y 須恵器 杯13280306回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

262RP600SG1 F5Y 須恵器 杯15280335回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

263RP630SG1 F5 須恵器 杯15184454回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

264RP620SG1 F5 須恵器 杯13574384回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

265RP254SG1 F4 須恵器 杯14272444回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

266RP305SG1 F3 須恵器 杯(138)66354回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「守」

267RP453SG1 F5 須恵器 杯(142)(86)365回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

268RP414SG1 F5 須恵器 杯 (80) 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

269RP784SG1 F5 須恵器 杯 (90) 5回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「守」

270RP564SG1 F5 須恵器 杯(140)74394回 転ヘ ラ切 り 粗砂 混 堅 「守」「土」「成」「口」

271RP519SGl F5 須恵器 」不(140)90374回 転ヘ ラ切 り 細砂 混 堅 「守」「万人」

272RP491SGl F5Y 須恵器 」不13880396回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

273RP531SGl F5 須恵器 」不13964384回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

274RP308SGl F3 須恵器 」不(136)60374回 転糸切 り 細砂 混 堅 「守 ヵ」

275RP490SGl F5 須恵器 」不 58 4回 転糸切 り 細砂混 堅 「守」

276RP508SGl F5 須恵器 」不13078405回 転糸切 り 細砂混 堅 「丈」

277RP586SGl F5 須恵器 」不(130)66334回 転糸切 り 緻密 堅 「守 ヵ」

278RP442SGl F5 須恵器 」不132(80)343回 転ヘ ラ切 り 細砂 混 堅 「守 ヵ」

279RP204SGl F4 須恵器 」不13680335回 転糸切 り 細砂混 堅 「真」

280RP306SGl F3 須恵器 」不14870354回 転糸切 り 細砂混 堅 「真」

281RP655SGl F5 須恵器 」不(138)(80)355回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「生」

282RP604SGl F5 須恵器 」不13676315回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「生」

283RP511SGl F5 須恵器 」不(136)78334回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「生」

284RP577SGl F5 須恵器 」不(142)(64)445回 転糸切 り 緻密 堅 「生」

285RP612SG1 F5 須恵器 」不 80 4回 転糸切 り 細砂 混 堅 「真」「真」「」「」ヘ ラ記号

286RP496SG1 F5 須恵器 」不(146)62394回 転糸切 り 細砂混 堅 「人」

287RP632SG1 F5 須恵器 」不(143)72424回 転糸切 り 細砂混 堅 「千」

288RP523SG1 F5 須恵器 」不14484364回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「石三」

289RP356SG1 F5 須恵器 」不13680375回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 「西 ヵ」

290RP248SG1 F4 須恵器 」不(146)(80)305回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「前」

291RP441SG1 F5 須恵器 」不14474334回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 「前」

292RP326SG1 F4 須恵器 」不14690374回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 「善」
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遺物観察表

墨書土器 ・転用硯観察表3

番号 登録番号 出土地点 層位 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 底部調整 胎土 焼成 釈文 ・備考

293RP391SG1 F5Y 須 恵器 蓋(146) 296 細砂混 堅 「足」

294RP433SG1 F5 須 恵器 蓋(140) 4 粗砂混 堅 「足」

295RP432SG1 F5 須 恵器 杯13862374回 転 糸切 り 緻密 堅 「足 」

296RP770XO 須恵器 有台杯 42225回 転 糸切 り 緻密 堅 「足 」

297RP430SG1 F5 須 恵器 有 台杯(140)78735回 転 糸切 り 細砂混 堅 「足」

298RP256SG1 F5 須 恵器 有 台杯(144)78774回 転 糸切 り 緻密 堅 「大」

299RP279SG1 F5 須 恵器 杯(120)74283回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「大」

300RP319SG1 F5 須 恵器 杯(134)66354回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「大」

301RP510SG1 F5 須 恵器 」不13670375回 転 ヘラ切 り 緻密 堅 「大」

302RP570SG1 F5 須恵器 杯 (80) 3静 止 糸切 り 細砂混 堅 「大」「口」

303RP208SG1 F4 須恵器 杯 78 4回 転 ヘラ切 り ・ナ デ 粗砂混 堅 「大」「万」

304RP808SG1 F3 須恵器 蓋 7 細砂混 堅 「中」

305RP520SG1 F5 須 恵器 杯(128)56374回 転 糸切 り 細砂混 堅 「鳥 ・人」

306RP467SG1 F5 須恵器 杯 62 5回 転 糸切 り 細砂混 堅 「土」

307RP264SG1 F3 須 恵器 」不14272354回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「得 ヵ」

308RP359SG1 F5 須 恵器 」不15066424回 転 糸切 り 緻密 堅 「百」

309RP768 表採 須恵器 杯 64 5回 転 糸切 り 緻密 堅 「百常」

310RP217SG1 F3 須 恵器 ±不 (70) 3回 転 ヘラ切 り ・ナ デ 細砂混 堅 「冨」

311RP426SG1 F5 須 恵器 ±不(145)(86)364回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「冨」

312RP290SG1 F4 須 恵器 ±不14066365回 転 ヘラ切 り ・ケ ズリ 細砂混 堅 「冨」

313RP536SG1 F5 須 恵器 ±不14484334回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「冨」

314RP595SG1 F5 須 恵器 ±不13880345回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「冨」

315RP437SG1 F5 須 恵器 ±不 80 3回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「冨」

316RP247SG1 F4 須 恵器 ±不 80 5回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「冨 ・守」

317RP401SG1 F5 須 恵器 ±不13564354回 転 糸切 り 細砂混 堅 「並ヵ」 転用硯

318RP304SG1 F5 須 恵器 ±不14272 3回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「万」

319RP457SG1 F5 須 恵器 ±不13774344回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「万」

320RP801SG1 F5 須 恵器 ±不 (74) 6回 転 ヘラ切 り 緻密 堅 「万」

321RP404SG1 F5 須 恵器 ±不 78 3回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「万人」

322RP772SG1 F3 須 恵器 ±不 78 回転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「万人」

323RP289SG1 F4 須 恵器 ±不14468325回 転 ヘラ切 り 粗砂混 堅 「万人」

324RP619SG1 F5 須 恵器 杯14086374回 転 ヘラ切 り ・ケズ リ 細砂混 堅 「万人」 転用硯

325RP312SG1 F4 須恵器 杯 86 4回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「万人 ・守」

326RP639SG1 F5 須 恵器 有 台」不13687464回 転 糸切 り 粗砂混 堅 「万利」

327RP213SG1 F3 須恵器 有台」不 76 5回 転 糸切 り 細砂混 堅 「万利」

328RP272SG1 F4 須 恵器 杯14470394回 転 糸切 り 細砂混 堅 「万利」

329RP781SG1 F2 須恵器 杯 (66) 4回 転 糸切 り 細砂混 堅 「万利」

330RP582SG1 F5 須 恵器 杯14266394回 転 糸切 り 細砂混 堅 「万利」

331RPISG1 F 須 恵器 杯13654384回 転 糸切 り 細砂混 堅 「野 ・八」 灯 明皿

332RP252SG1 F3 須 恵器 杯(144) 4 緻密 堅 「立長」

333RP601SG1 F5Y 須恵器 蓋 7 細砂混 堅 「林」

334RP688SG1 F5 須恵器 杯 (82) 4回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「本」

335RP691SG1 F5 須 恵器 杯(140)(80)485回 転 糸切 り 細砂混 堅 「林 ヵ」 漆付着

336RP565SG1 F5 須 恵器 杯13478374回 転 糸切 り ・ケズ リ 細砂混 堅 側面 「下」 「下」底部 「口」

337RP626SG1 F5 須 恵器 杯(150)(84)406回 転 糸切 り 粗砂混 堅 「○に丈」

338RP327SG1 F4 須 恵器 杯13670445回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「○」

339RP400SG1 F5 須 恵器 双 耳j不10352535回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 「 」「 」 「王」転用硯

340RP439SG1 F5 須 恵器 蓋(147) 4 細砂混 堅 文字不明

341RP553SG1 F5 須 恵器 有 台j不(156)94635回 転 ヘラ切 り ・ナ デ 細砂混 堅 文字不 明

342RP5 SG1 F7 須 恵器 有 台j不(136)80755回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

343RP788SG1 F5 須 恵器 有 台j不(132)(76)424回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

344RP791SG1 F5 須 恵器 有 台j不(126)(70)454回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

345RP452SG1 F5 須 恵器 有 台杯12276484回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

346RP443SG1 F5 須 恵器 有 台j不(123)(78) 7回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 文字不明

347RP313SG1 F4 須恵器 有台j不 (78) 6回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明 転用硯

348RP779SG1 F5 須恵器 有台j不 (80) 5回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明 転用硯

349RP227SG1 F3 須 恵器 杯10456333回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

350RP166SD13 須恵器 杯 (76) 6回 転 ヘラ切 り 細砂混 堅 文字不明

351RP214SG1 F3 須 恵器 」不13854424回 転 糸切 り 細砂混 堅 文字不明

352RP301SG1 F3 須 恵器 杯(140)66394回 転 糸切 り 緻密 堅 文字不明
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遺物観察表

墨書土器 ・転用硯観察表4

番号 登録番号 出土地点 層位 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 底部調整 胎土 焼成 釈文 ・備考

353RP660SGl F5 須恵器 」不14070425回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

354RP289SGl F3 須恵器 」不13670354回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

355RP304SGl F5 須恵器 」不14066404回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

356RP605SGl F5 須恵器 」不14080324回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

357RP360SGl F5 須恵器 」不 78 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

358RP492SGl F5 須恵器 」不14068324回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

359RP757SGl F5Y 須恵器 」不(138)(80)375回 転ヘ ラ切 り ・ケズ リ 細砂 混 堅 文 字不 明

360RP778SG1 F5Y 須恵器 」不 (72) 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 軟 文字不明

361RP459SG1 F5 須恵器 」不(118)(64)314回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

362RP790SG1 須恵器 」不140(74)366回 転ヘ ラ切 り 緻密 堅 文字不明

363RP719SG1 須恵器 」不(148) 385回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

364RP472SG1 F5 須恵器 」不13956444回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

365RP560SG1 F5 須恵器 」不13274344回 転ヘ ラ切 り ・ケズ リ 細砂 混 堅 文 字不 明

366RP640SG1 F5 須恵器 」不13672324回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 文 字不 明

367RP767SG1 須恵器 」不14674346回 転ヘ ラ切 り ・ケズ リ 細砂 混 堅 文 字不 明

368RP420SG1 F5 須恵器 」不 88 5回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 文 字不 明

369RP599SG1 F5Y 須恵器 」不(142)(70)334回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

370RP10SG1 F5 須恵器 」不13062394回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

371RP588SG1 F5 須恵器 」不13266345回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

372RP798SG1 V 須恵器 」不 (70) 5回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

373RP793SG1 F5Y 須恵器 杯 (46) 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

374RP397SG1 F5 須恵器 杯13866334回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 文字不 明

375RP524SG1 F5 須恵器 杯14078365回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

376RP621SG1 F5 須恵器 杯13354385回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

377RP682SG1 F3 須恵器 杯(134)86233回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 文字不明

378RP617SG1 F5 須恵器 杯(150)(84)375回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

379RP733SG1 F5Y 須恵器 杯(136)(90)334回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

380RP615SG1 F5Y 須恵器 杯 (84) 6回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

381RP634SG1 F5 須恵器 杯(120)70 4回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 文字不 明

382RP792南 壁tr 須恵器 杯 (100) 4 細砂混 堅 文字不明

383RP529SG1 F3 須恵器 杯 (74) 4回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 文字不明

384RP787SG1 F3 須恵器 杯 (80) 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

385RP780SG1 F4 須恵器 杯 (50) 4回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

386RP796SG1 F3 須恵器 杯 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

387RP806SG1 F5 須恵器 杯(122) 3 粗砂混 堅 文字不明

388RP789SG1 F3 須恵器 杯 (84) 6回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 緻密 堅 文字不明

389RP795表 土南 辺 須恵器 杯 (72) 9回 転糸切 り 粗砂混 堅 文字不明

390RP799SG1 F5Y 須恵器 杯 (100) 4回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

391RP804SG1 F5Y 須恵器 杯 (69) 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

392RP488SG1 F5 須恵器 杯 52 5回 転糸切 り 緻密 堅 文字不明

393RP777中 央 区南 須恵器 杯 55 5回 転糸切 り 細砂混 堅 文字不明

394RP802×0 須恵器 杯 5回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 文字不明

395RP797SG1 F5Y 須恵器 皿 (100) 5回 転ヘ ラ切 り ・ナデ 細砂 混 堅 文 字不 明

396RP650SG1 F5 土師器 」不11658426回 転糸切 り 細砂混 軟 文字不明

397RP506SG1 F5 須恵器 蓋 7 緻密 堅 転用硯

398RP643SG1 F5 須恵器 有台±不 88 5回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

399RP408SG1 F5 須恵器 有台±不(148)82894回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

400RP756SG1 F5Y 須恵器 有台±不13684466回 転糸切 り 細砂混 堅 転用硯

401RP13SGl F5 須恵器 有台杯13986385回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

402RP237SGl F3 須恵器 有台杯 88 5回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

403RP268SGl F3 須恵器 」不14690323回 転ヘ ラ切 り 細砂 混 堅 転用硯 ヘラ記号 「一」

404RP300SGl F3 須恵器 」不(131)67344回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

405RP7943区 南 表土 須恵器 有台杯(114)70 4回 転糸切 り 細砂混 堅 転用硯

406RP243SGl F4 須恵器 有台杯 84156回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 転用硯

407RP285SGl F3 須恵器 」不 80 3回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

408RP690SGl F5 須恵器 」不(140)(72)375回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯

409RP512SGl F5 須恵器 」不 (70) 5回 転ヘ ラ切 り 粗砂混 堅 転用硯

410RP445SGl F5 須恵器 」不(132)(72)414回 転糸切 り 粗砂混 堅 転用硯

411RP500SGl F5 須恵器 」不13668364回 転糸切 り 細砂混 堅 転用硯

412RP552SGl F5 須恵器 」不(144)88354回 転ヘ ラ切 り 細砂混 堅 転用硯
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遺物観察表

表3古 墳時代遺物観察表1

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底経 器高 器厚 内面調整 外面調整 胎土 焼成 備考

413RP1442ST242EP326土 師器 器台(120) 4ミ ガキ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅

414RP1533ST242EP326土 師 器 高 」不 180 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

415RP1425ST242 土師器 高±不(180) 5ミ ガキ ミガ キ ・ヘ ラナ デ 緻密 堅 赤彩

416RP1537ST242EP326土 師 器 壺 (133) 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

417RP1376ST24258-90G土 師器 小型 丸底鉢(100) 4ミ ガ キ ・ハ ケ メ ミガキ 細砂混 堅

418RP1536ST242EP326土 師器 小型 丸底鉢(130) 5ミ ガキ ミガキ 細砂混 堅

419RP1435ST24258-94G土 師 器 甕 (120) 7ハ ケメ ミガキ 緻密 堅

420RP1420ST24256-92G土 師 器 甕 (60) 5ヘ ラナデ ヘラナデ 緻密 堅

421RP1424ST24258-90G土 師 器 甕 (200) 5ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 堅

422RP1433ST24258-92G土 師 器 壺 (192) 8ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ 粗砂混 堅

423RP1532ST242EP326土 師 器 甕 (200) 4ナ デ ハケメ 緻密 堅 刺突文

424RP1637ST250SK387土 師 器 ミニ チ ュ ア 16 5ハ ケメ ミガキ 緻密 堅 赤彩

425RP1329ST250EP300土 師器 高±不(142) 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

426RP1305ST250 土師器 高±不(172)901355ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

427RP1636ST250SK387土 師器 高±不 (96) 5ハ ケメ ハケメ 緻密 堅 赤彩

428RP1135ST25070-60G土 師 器 壷 80 6ミ ガ キ ・ナ デ ミガキ 緻密 堅 赤彩

429RP1133ST250 土師器 鉢 11137613ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

430RP1315ST250 土師器 雍瓦 (150) 5ハ ケメ ・ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 軟

431RP1209ST25066-60G土 師 器 雍
瓦

(170) 6ハ ケメ 細砂混 堅

432RP1312ST250 土師器 雍
瓦 (180) 5ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ 緻密 堅

433RP1041ST26572-56G土 師 器 器 台 (76) 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

434RP1225ST265 土師器 壷 (120) 4ハ ケメ ミガキ 細砂混 軟

435RP1516ST27040-94G土 師 器 ミニ チ ュ ア 18394ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅

436RP1565ST270EK334土 師器 小型 丸底鉢(118) 4ミ ガキ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅 赤彩

437RP1340ST30752-62G土 師 器 壷 40 5ミ ガ キ ・ハ ケ メ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅

438RP1618ST307 土師器 鉢 28 5ナ デ ナデ 緻密 堅 赤彩

439RP1164ST30752-62G土 師 器 高 杯 5 ミガキ 緻密 堅

440RP1539ST316 土師器 器台 106 5ハ ケ メ ・ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅

441RP1290SK25360-56G土 師 器 壷 5ハ ケメ ハ ケメ 緻密 堅 赤彩

442 SX570-20G土 師器 小 型鉢110 4ハ ケメ ハ ケメ 緻密 堅 赤彩

443RP1139SX24346-90G土 師器 小型 丸底鉢9620654ミ ガキ ミガキ 細砂混 軟

444RP1216SK26474-40G土 師 器 壺 152 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

445RP1075SX243 土師器 甑 216341227ハ ケメ ・ヘ ラナデ ハ ケメ ・ヘ ラナデ 粗砂混 堅

446RP1067SX244 土師器 甕 (179)(72)2105ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

447RP1074SX24466-44G土 師 器 甕 (180)52 5ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 堅

448RP1572SX34540-108G土 師 器 甕 190602385ハ ケ メ ハ ケメ 粗砂混 堅

449RP1129SX24470-40G土 師 器 器 台 90110786ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

450RP1062SX24468-44G土 師 器 高 杯 66 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 軟

451RP1055SX24466-46G土 師 器 小 型 鉢(78)36364ハ ケ メ ケズ リ 細砂混 軟

452RP1062SX24468-42G土 師 器 鉢 146 5ミ ガ キ ・ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

453RP1069SX24468-44G土 師器 小型 丸底鉢 34 4ハ ケメ ケ ズ リ ・ハ ケ メ 緻密 堅

454RP1051SX24466-44G土 師 器 ミニ チ ュ ア 28 5ハ ケメ ミガキ 緻密 堅 赤彩

455 SX24470-42G土 師 器 鉢 (76) 6ハ ケメ ハ ケメ 緻密 堅

456RP1121SX24478-42G土 師 器 鉢 (114)32(95)5ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 軟

457RP1579SX34540-108G土 師 器 器 台 1161465ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

458RP1580SX34540-108G土 師 器 異 形 器 台701301454ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

459RP1583SX34536-108G土 師 器 甕 (194) 5ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 堅

460RP1583SX34536-108G土 師 器 甕 (170) 5ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケメ 粗砂混 堅

461RP1576SX34540-108G土 師 器 甕 (54) 6 ハ ケメ 細砂混 堅

462RP1189SD23664-46G土 師 器 器 台 649683.56ミ ガ キ ミガキ 細砂混 堅 赤彩

463RP1173SD236 土師器 器台 (106) 4 ミガキ 緻密 軟

464RP1184SD236 土師器 高杯 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

465RP1170SD23674-46G土 師器 小型 丸底鉢(100) 4ハ ケ メ ・ナ デ 緻密 軟

466RP1185SD236 土師器 壺 (160) 9ミ ガキ ナデ 細砂混 堅

467RP1174SD23672-46G土 師 器 壺 (176) 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

468RP1169SD236 土師器 甕 (164) 7ハ ケメ 粗砂混 堅

469RP1212SD23670-46G土 師 器 甕 (174) 5ハ ケメ ハケメ 細砂混 軟 煤付着

470RP1179SD236 土師器 甕 (150) 5ハ ケメ ハケメ 細砂混 軟

471RP1194SD23662-40G土 師 器 甕 (140) 5ヘ ラナデ ハケメ 細砂混 堅
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472RP1092SD236 土師器 壺 148401625ハ ケ メ ハ ケ メ ・ミ ガ キ 細砂混 堅

473RP1174SD236 土師器 甕 (186)702307ヘ ラ ナ デ ハケ メ 細砂混 軟

474RP1166SD23676-44G土 師器 甕 72 7ケ ズ リ ケズ リ 粗砂混 堅

475RP1321SD26150-64G土 師器 壺 170 5ハ ケ メ ハ ケ メ ・ミ ガ キ 緻密 堅

476RP1641SD26150-66G土 師器 壺 5ハ ケ メ ヘ ラナデ 緻密 堅

477RP1322SD26150-64G土 師器 壺 160 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

478RP1321SD26150-64G土 師器 壺 7 ミ ガキ ・ヘ ラ ナ デ 緻密 堅

479RP1318SD26148-60G土 師器 甕 (150) 5ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 軟

480RP1321SD26150-64G土 師器 鉢 ナデ ケズ リ 緻密 堅

481RP1324SD26150-64G土 師器 壺 54 5ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅

482RP1321SD26150-64G土 師器 壺 28 5ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

483RP1210SD25170-56G土 師器 器 台 60 5 ハケ メ 細砂混 堅

484RP1562SD27140-98G土 師器 壺 5ヘ ラナデ ミガキ 緻密 堅

485RP1292SD28050-54G土 師器 甕 203682788ハ ケ メ ・ヘ ラ ナ デ ハ ケ メ ・ケ ズ リ 細砂 堅

486RP1293SD28050-54G土 師器 高杯 175 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

487 SD32348-92G土 師器 ミニ チ ュ ア 42353ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 堅

488RP1393SD325 土 師器 高杯(180) 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

489RP1184SD236 土師器 高杯 148 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

490RP1603SX32740-100G土 師器 壺 (112) 5ミ ガキ ミ ガキ ・ヘ ラ ナ デ 緻密 堅

491RP1176SD236 土師器 甕 66 5ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

492RP1526SD32754-90G土 師 器 甑 58 7ヘ ラナデ ヘ ラナデ ・ハ ケメ 細砂 混 軟

493RP1594SD35436-104G土 師 器 甕 132 5ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 堅

494RP1604SD36028-110G土 師 器 壺 (140) 7ヘ ラナデ ヘ ラナデ ・ミガキ 緻密 堅

495RP1599SD36030-110G土 師 器 器 台 86 5ミ ガキ ミガキ 細砂混 堅

496 SD346 土師器 甕 (150) 5ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

497 SD393 土師器 甕 (186) 5ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 堅

498RP1584SX345 土師器 甕 52 5ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 堅

499RP1571SX34540-108G土 師 器 壺 10040874ヘ ラ ナ デ ・ハ ケ メ ヘ ラナ デ 細砂混 軟

500RP1581SX34540-108G土 師 器 壺 82 6ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅

501RP1601SD36652-96G土 師 器 ミニ チ ュ ア6248315ハ ケ メ ナデ 緻密 堅

502RP1569SD34622-128G土 師 器 壺 35 5ヘ ラナデ ハケ メ 緻密 堅

503RP1632SD34620-130G土 師 器 甕 (140) 5ハ ケ メ ミガキ 細砂混 堅

504 SD365SD374土 師器 鉢 10426445ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅

505RP1027SD 44-108G土 師器 小型丸底鉢118 614ヘ ラ ナ デ ・ミガ キ ミ ガキ 緻密 堅

506RP1592SD356SD357土 師器 甕 (117)(54)1447ハ ケ メ ・ヘ ラ ナ デ ハ ケ メ 細砂混 堅

507RP1022SD32530-102G土 師器 小型丸底鉢92 706ミ ガキ ハケ メ 緻密 堅

508RP1022SD32530-102G土 師器 甕 164622275ハ ケ メ ハ ケ メ ・ケ ズ リ 細砂混 堅

509RP1392SD32528-104G土 製 品 4 ケズ リ ・ナデ 細砂混 堅

510RP1229SG1 土 師器 高」不 117122985ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

511RP1280SG144-76G土 師器 高」不 90 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

512RP1242SG148-78G土 師器 高」不 108 5ミ ガ キ ・ナ デ ミガキ 緻密 堅

513RP1214SG158-68G土 師器 器 台 (90) 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

514RP1259SG148-78G土 師器 器 台(100) 5 ミガキ 緻密 軟 赤彩

515RP1237SG1 土 師器 高」不 90 5 ミガキ 緻密 堅 赤彩

516RP1236SG1 土師器 器台 120 4 ミガキ 緻密 堅

517RP1235SG1 土 師器 小型丸底鉢1022269,54ナ デ ケ ズ リ ・ミ ガ キ 緻密 堅

518RP1369SG1 土師器 小型丸底鉢 20 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

519RP1036SG1 土師器 鉢 (160) 6ミ ガキ ハケ メ 緻密 堅 内黒

520RP1229SG1 土 師器 丸底鉢(168) 4ヘ ラミガキ ・ミガキ ヘ ラミガキ 緻密 堅 赤彩

521RP1229SG1 土師器 壺 (180) 4ミ ガ キ ・ナ デ ミ ガキ ・ナ デ 緻密 堅 赤彩

522RP1246SG148-80G土 師器 甕 160 8ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ 粗砂混 軟

523RP1249SG148-80G土 師器 鉢 52 6ハ ケ メ ミガキ 緻密 軟

524RP1233SG1 土師器 壺 40 4ハ ケ メ ・ナ デ ケズ リ 粗砂混 堅

525RP1287SG148-78G土 師器 甕 (176) 7ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

526RP1268SG148-78G土 師器 甕 (100) 5ナ デ ナデ 緻密 堅

527RP1230SG1 土師器 壺 (90) 6ハ ケ ・ナ デ ハケ メ 緻密 堅

528RP1366SG1 土師器 小型丸底鉢97 795ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

529RP1270SG146-78G土 師器 壺 44 5ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 軟

530 SG150-80G土 師器 壺 (50) 5ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅
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531RP1361SG1 土師器 小型丸底鉢 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

532RP1264SG158-78G土 師 器 鉢 (128) 4ナ デ ナデ 緻密 堅 赤彩

533RP1362SG1 土師器 小型丸底鉢 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

534RP1300SG144-72G土 師 器 ミニ チ ュ ア30 4指 頭痕 指頭痕 緻密 堅

535RP1244SG148-80G土 師 器 甕 17 4ハ ケメ ケズ リ 粗砂混 軟

536RP1108SG156-38G土 師 器 甕 218 5ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

537RP1285SG144-76G土 師 器 甕 (152) 6ハ ケメ ハ ケ メ ・ミガ キ 細砂混 軟

538RP1234SG1 土師器 甕 8ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 軟

539RP1301SG144-72G土 師 器 甕 116361205ハ ケ メ 細砂混 軟

540RP1153SG140-76G土 師 器 壺 7ヘ ラナデ ヘ ラナデ 細砂混 堅

541RP1275SG178-40G土 師 器 甕 (191)802717ヘ ラ ナ デ ヘ ラナデ 細砂混 堅

542RP1282SG144-76G土 師 器 鉢 62 5ハ ケメ ミガキ ハ ケメ 緻密 堅

543RP1037SG1 土師器 ミニチュア(60)30356指 頭痕 ・ナデ 指頭痕 緻密 堅

544RP1667SG150-80G土 師 器 ミニ チ ュ ア48 274 指頭痕 ・ナデ 細砂混 軟

545RP1219SG1 土師器 ミニチュア4332385指 頭痕 指頭痕 緻密 堅

546RP1295SG148-78G土 師 器 甕 204 5ケ ズ リ ハ ケメ 細砂混 堅

547RP140SG235-70G土 師 器 鉢 20444836ミ ガ キ ミ ガ キ ・ナ デ 緻密 堅

548RP14SG235-70G土 師 器 鉢 (210)401007ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅

549 SG210-120G土 師 器 鉢 (140) 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

550RP155SG230-75G土 師器 小型鉢 42 5ハ ケメ ・指頭痕 ハ ケメ 細砂混 堅

551RP123SG235-65G土 師器 小型 丸底鉢(110)26564ヘ ラナデ ヘ ラナデ ・ケズ リ 細砂混 軟

552RP124SG235-65G土 師器 小型鉢(90) 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

553RP158SG235-65G土 師 器 高 杯 (116) 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

554RP113SG225-80G土 師器 丸底鉢130 6ハ ケメ ハ ケメ 緻密 堅

555 SG2 土師器 小型鉢 (38) 5ミ ガ キ ・ヘ ラ ナ デ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅 赤彩

556RP130SG235-65G土 師 器 壺 (26) 5ヘ ラナデ ミガキ 緻密 堅

557RP125SG235-65G土 師 器 壺 (62)401377ハ ケ メ ミガキ 細砂混 軟

558RP160SG235-65G土 師器 丸底鉢(124) 5ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 軟

559RP148SG235-65G土 師 器 壺 8434926ハ ケ メ ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 堅

560RP161SG235-65G土 師 器 壺 (112)541467ハ ケ メ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅

561RP127SG230-65G土 師 器 甕 128401436ミ ガ キ ミガ キ ・ハ ケ メ 緻密 堅

562RP132SG222-75G土 師 器 甕 (162)602348ハ ケ メ ハ ケ メ ・ケ ズ リ 細砂混 堅

563RP123SG235-65G土 師 器 甕 (170)642625ハ ケメ ・ヘラナデ ハ ケメ ・ヘラナデ 粗砂混 堅 分析資料

564RP131SG235-65G土 師 器 甕 6ヘ ラナデ ヘ ラナデ 緻密 堅

565RP151SG230-65G土 師 器 壺 (56) 5ヘ ラナデ ヘ ラナデ 緻密 堅

566RP1529SG27142-96G土 師 器 甕 (178) 7ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

567RP123SG235-65G土 師 器 甕 (160) 5ハ ケ メ ・ヘ ラ ナ デ ハ ケ メ 細砂混 堅

568RP149SG235-70G土 師 器 甕 (56) 6ヘ ラナデ ヘ ラナデ 細砂混 堅

569RP126SG230-65G土 師 器 壺 72 6ヘ ラナデ ヘ ラナデ ・ケズ リ 粗砂混 堅 分析資料

570RP129SG230-65G土 師 器 壺 40 5ヘ ラナデ ヘ ラナデ 細砂混 軟

571RP150SG235-70G土 師 器 甕 62 6ヘ ラナデ ヘ ラナデ 細砂混 堅

572RP24SG2 土師器 壺 64 5ヘ ラナデ ヘ ラナデ 粗砂混 軟

573RP1480 38-112G土 師器 器台 (92)58724 ミガキ 緻密 軟 赤彩

574RP10193区 西36-110G土 師器 器台 (95)64835ミ ガ キ ミガキ 緻密 軟 赤彩

575 24-122G土 師器 高1不 80110866ハ ケ メ ミガキ 細砂混 堅

576RP1132 46-96G土 師器 器台 (75)95797 ミ ガ キ ・ナ デ 緻密 堅

577RP961区 西5-135G土 師器 器台 75 5 ミガキ 緻密 堅 赤彩

578RP10343区 西54-102G土 師器 器台 (88)(100)(82)5ナ デ ミ ガ キ ・ナ デ 緻密 堅

579RP1106 54-40G土 師器 器台 (73)(108)894ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅

580RP1501 24-118G土 師器 器台 118 6ハ ケメ ミガキ 細砂混 堅 赤彩

581 52-46G土 師器 器台 (88) 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

582RP1011区 西5-135G土 師器 器台 80 5ヘ ラナデ ミガキ 緻密 堅 赤彩

583RP1137 48-96G土 師器 器台 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

584RPlll6 52-44G土 師器 器台 86 6ハ ケ メ ・ミガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

585RP146 30-65G土 師器 高1不 113 5ミ ガキ ヘ ラナデ ・ナデ 細砂混 堅

586RP1275 78-40G土 師器 高1不 5ミ ガキ ミガキ 細砂混 軟

587RP59 10-125G土 師器 高1不 154 8ハ ケ メ ・ミガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

588RP10213区 西30-110G土 師器 高杯 6ハ ケメ ミガキ 細砂混 軟

589RP1098 54-56G土 師器 高杯 (170)(130)1386ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅
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590RP1521 44-108G土 師器 小型丸底鉢(90)12(46)4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

591RP78 10-120G土 師器 小型丸底鉢9216565ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

592RP1018 40-110G土 師器 小型丸底鉢(88)20563ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

593RP1485 34-110G土 師器 小 型丸底10624596ハ ケ メ ミガキ 細砂 堅

594RP1026 42-104G土 師器 小型丸底鉢(100) 4ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

595RP1093 60-60G土 師器 小型丸底鉢(100) 645ハ ケ メ ハ ケ メ ・ミガ キ 緻密 堅 赤彩

596RP1131 46-94G土 師器 小型丸底鉢12544526ミ ガキ ・ナデ ミ ガキ ・ナ デ 細砂混 堅 赤彩

597 20-105G土 師器 小型丸底鉢(134) 4ハ ケ メ ・ミガ キ ミ ガキ ・ナ デ 細砂混 堅

598RP10283区 西48-104G土 師器 小型丸底鉢 28 4ハ ケ メ ミガキ 細砂混 堅

599RP1558 16-134G土 師器 鉢 (140)28694ミ ガ キ ミガキ 細砂混 堅

600RP1546 22-124G土 師器 鉢 (140) 5ミ ガ キ ・ナ デ ミ ガキ ・ナ デ 緻密 堅 赤彩

601RP1411 46-108G土 師器 小型丸底鉢9630486ミ ガキ ケズ リ 緻密 堅 赤彩

602RP1522 44-108G土 師器 小型丸底鉢 12 4ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

603RP149 35-70G土 師器 丸底鉢120 795ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

604RP321区 土師器 鉢 10332495ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

605RP1548 22-124G土 師器 鉢 10035416ミ ガ キ 緻密 堅

606RP1419 40-108G土 師器 小型丸底鉢(100)(32) 5ヘ ラナデ ヘ ラナ デ ・ミガ キ 緻密 堅

607RP1015 42-108G土 師 器 鉢 30535ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅

608RP1058 68-50G土 師 器 壺 24 5ハ ケ メ ヘ ラナデ 緻密 堅 赤彩

609RP1523 44-108G土 師 器 鉢 44 5 ヘ ラナデ 緻密 堅

610RP161 35-65G土 師 器 鉢 (137)(44)475ハ ケ メ ミガキ 粗砂混 堅

611RP1165 52-42G土 師 器 鉢 (38)695ミ ガ キ ・ナ デ ミ ガキ ・ケ ズ リ 緻密 堅

612 60-44G土 師 器 鉢 28 4ナ デ ミ ガキ ・ハ ケ メ 緻密 堅

613RP311区 土師器 小型鉢 6840504ハ ケ メ ・ナ デ ハケ メ 細砂混 軟

614RP1570 22-128G土 師 器 鉢 55 4ハ ケ メ ハケ メ ・ヘ ラナデ 細砂 混 堅

615RP1544 24-124G土 師 器 鉢 168 1055ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

616RP136 35-70G土 師 器 鉢 20040946ミ ガ キ ミガキ 細砂混 軟

617RP162 35-65G土 師 器 鉢 17248967ヘ ラ ナ デ ヘ ラナデ ・ミガキ 緻密 軟

618RP1586 土師器 壺 (124)(32)2156ミ ガ キ ミ ガキ ・ハ ケ メ 細砂混 軟

619RP1132 46-96G土 師 器 壺 124601685ミ ガ キ ・ナ デ ミガキ 緻密 堅 赤彩

620RP1398 48-106G土 師 器 壺 (106)421626ハ ケ メ ・ミガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

621RP1371区 東30-70G土 師器 壷 (113)241585ミ ガ キ ミ ガキ ・ナ デ 緻密 堅

622RP1091 58-46G土 師器 壷 136421856ミ ガ キ ミガキ 緻密 軟 赤彩

623 50-50G土 師器 壷 148 5ミ ガキ ミガキ 緻密 堅

624RPll13 56-44G土 師器 壷 (122) 6ミ ガキ ミガキ 緻密 堅 赤彩

625RPll11 52-40G土 師器 壷 (170) 5ハ ケ メ ・ミ ガ キ ハケ メ 緻密 堅

626RPll10 52-40G土 師器 壷 (132) 6ハ ケ メ 細砂混 軟 赤彩

627RPllO4 54-42G土 師器 壷 (134) 7ミ ガキ ハケ メ 緻密 堅

628RP1549 22-126G土 師器 壷 5ハ ケ メ ・ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

629RP1481 36-112G土 師器 壷 55 6ハ ケ メ ミガキ 緻密 堅 赤彩

630RP1042 60-56G土 師器 壷 46 5ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅 赤彩

631RPllO5 54-40G土 師器 壷 5ヘ ラナデ ミガキ 細砂混 軟

632RP1068 66-44G土 師器 壷 36 4ハ ケ メ ハケ メ 緻密 堅

633RP1416 40-108G土 師器 壷 5ヘ ラナデ ミガキ 緻密 堅

634RP1078 62-46G土 師器 小型丸底壺 24 4ハ ケ メ ・ナ デ ミガキ 緻密 堅 赤彩

635 30-70G土 師器 鉢 42 5ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

636RP1404 46-106G土 師器 壺 42 5ハ ケ メ ハケ メ 粗砂混 堅

637RP1124 80-40G土 師器 壺 (162) 9 細砂混 軟

638RP1557 16-132G土 師器 壺 8ハ ケ メ ハケ メ 細砂混 軟

639RP1640 46-62G土 師器 壺 (174) 7ハ ケ メ 細砂混 軟

640RP1121 78-42G土 師器 壺 8ハ ケ メ ナデ 細砂混 軟

641RP1556 16-132G土 師器 壺 (160) 6ミ ガキ ミガキ 粗砂混 堅

642RP1381 56-90G土 師器 壺 176 5ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 堅

643RP1198 58-56G土 師器 壺 (164) 5ミ ガキ ミガキ 粗砂混 堅

644RP1046 56-58G土 師器 壺 (154) 6ヘ ラナデ ヘ ラナデ 粗砂混 軟

645RP1484 34-110G土 師器 壺 (148) 4 緻密 堅

646RP1077 62-46G土 師器 壺 (234) 8ハ ケ メ 緻密 軟 赤彩

647RP1017 40-110G土 師器 甕 (180) 7 ハケ メ 細砂混 堅

648RP1048 56-56G土 師器 甕 (160) 7ヘ ラナデ ハケ メ 粗砂混 堅

133



遺物観察表

古墳時代遺物観察表5

番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底経 器高 器厚 内面調整 外面調整 胎土 焼成 備考

649RP1261 50-78G土 師 器 壺 (200) 5ミ ガキ 緻密 堅 赤彩

650RP1020 32-112G土 師 器 壺 (150) 7ヘ ラナデ 粗砂混 堅

651 3区 西48-98G土 師器 壺 (142) 8ナ デ ナデ 細砂混 軟

652RP1123 80-42G土 師 器 壺 104301066ハ ケ メ ハケメ 細砂混 堅

653RP1391 32-98G土 師 器 壺 66 6ハ ケメ ハケメ 粗砂混 堅

654RP1570 22-128G土 師 器 壺 40 4ハ ケメ ヘラナデ 緻密 堅

655 58-44G土 師 器 壺 32 6ハ ケメ ミガキ 緻密 堅 赤彩

656RP135 35-70G土 師器 壷 16510437810ハ ケ メ ミガキ ・ヘ ラナデ 細砂混 軟

657RP1069 66-44G土 師器 雍
瓦

124843125ハ ケ メ ハ ケメ 緻密 軟

658 54-40G土 師 器 壷 148 5ミ ガキ ・ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 堅

659RP1145 54-102G土 師 器 壷 130361766ハ ケ メ ・ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅

660RP1553 18-132G土 師 器 雍
瓦

(140) 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 軟

661RP1101 56-42G土 師 器 雍
瓦

186 6ハ ケメ 細砂混 堅

662 58-44G土 師器 雍瓦 18 5ハ ケメ ハ ケメ 緻密 軟

663RP1483 34-110G土 師 器 雍
瓦

7ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

664RP159 土師器 壷 (136)782788ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

665 60-46G土 師器 雍瓦 70 5ケ ズ リ ・ヘ ラナデ ケズ リ 細砂混 堅

666RP10143区 西46-108G土 師 器 雍
瓦

(144) 5ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

667RP1484 34-110G土 師 器 壷 66 6ヘ ラナデ ハ ケ メ ・ミ ガキ 細砂 堅

668 38-76G土 師器 壷 50 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

669RP1049 58-58G土 師器 雍
瓦

70 5ハ ケ メ ・ミ ガ キ ハ ケ メ ・ヘ ラナ デ 緻密 軟

670RP1095 54-50G土 師 器 甕 (68) 5ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

671RP77 10-120G土 師 器 甕 (196) 6ハ ケメ ・ヘ ラナデ ハ ケメ ・ヘ ラナデ 粗砂混 堅

672RP1064 68-44G土 師 器 甕 62 5ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

673RP1525 22-124G土 師 器 鉢 140 5ハ ケメ ミガキ 緻密 堅 赤彩

674RP1397 48-106G土 師 器 甕 40 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

675RP1395 50-104G土 師 器 甕 (46) 5 ヘ ラナデ 細砂混 堅

676RP1095 56-50G土 師 器 甕 56 5ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

677RP67 5-135G土 師 器 甕 (160) 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

678RP1554 18-132G土 師 器 壺 94 5ハ ケ メ ・ケ ズ リ ハ ケ メ ・ミ ガキ 細砂混 堅

679RP1114 52-42G土 師 器 甕 9ハ ケメ ミガキ 細砂混 軟

680RP1079 62-48G土 師 器 甕 134481595ハ ケ メ ・ナ デ ハ ケメ 粗砂混 堅

681RP1143 54-102G土 師 器 壺 164521787ハ ケ メ ハ ケメ 緻密 堅

682RP1394 52-104G土 師 器 壺 110 4ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 堅

683RP1402 48-106土 師 器 甕 9 ヘ ラナデ 緻密 堅

684 3区 西 土師器 甕 (173)702687ハ ケメ ・ヘ ラナデ ハ ケメ ・ヘ ラナデ 細砂混 軟

685RP1544 24-124G土 師 器 甕 (222) 6ハ ケメ ハ ケメ 粗砂混 堅

686RP149 35-70G土 師 器 甕 (198) 5ナ デ ハ ケメ 細砂混 堅

687RP1484 34-110G土 師 器 甕 (180)(62)(220)5ハ ケ メ ・ヘ ラ ナ デ ハ ケ メ ・ケ ズ リ 粗砂 軟

688RP1126 78-40G土 師 器 甕 (142)501956ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

689RP1031 46-104G土 師 器 甕 (188) 7ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 堅

690 土師器 甕 190 5ハ ケメ ハ ケ メ ・ナ デ 細砂混 堅

691RP1052 44-108G土 師 器 甕 214681985ハ ケ メ ハ ケメ 細砂混 堅

692RP10333区 西38-110G土 師 器 甕 226642555ハ ケ メ ハ ケメ 粗砂混 軟

693RP1482 34-110土 師 器 甕 194 5ハ ケメ ハ ケメ 細砂混 堅

694RP1071 66-44G土 師 器 甕 (190) 5ヘ ラナデ ヘ ラナデ 細砂混 堅

695RP1127 78-40G土 師 器 甕 167542074ハ ケ メ ヘ ラナデ 細砂混 軟

696RP1542 24-124G土 師 器 甕 (182) 5ハ ケメ ・ヘ ラナデ ハ ケメ 細砂混 堅

697RP1567 24-126G土 師 器 甕 (200) 6ハ ケメ ハケメ 粗砂混 堅

698RP1471 38-110G土 師 器 甕 185 5ハ ケメ ハケメ 細砂混 堅

699RP10393区 東60-60G土 師 器 甕 (186) 5ハ ケ メ ・ナ デ ハケメ 細砂混 堅

700RP1476 16-134G土 師 器 甕 (210) 4ハ ケメ ハケメ 緻密 堅 煤付着

701RP1472 36-112G土 師 器 鉢 (108) 5 ミガキ 細砂混 堅

702 16-134G土 師 器 鉢 11458986ハ ケ メ 細砂混 軟

703RP1051 44-106G土 師 器 甕 (180)60152 ハケメ ハケメ 細砂混 堅

704RP1408 土師器 甕 (176)662786ヘ ラ ナ デ ハケメ ・ヘ ラナデ 細砂混 堅

705RP67 5-135G土 師 器 甕 (154) 6ハ ケ メ ・ナ デ 粗砂混 軟

706RP1400 44-106G土 師 器 甕 124541208ハ ケ メ ハ ケ メ ・ケ ズ リ 細砂混 堅

707RP1120 80-42G土 師 器 甕 210 5ハ ケメ ハケメ ・ヘ ラナデ 粗砂混 堅
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番号 登録番号 出土地点 器種 器形 口径 底経 器高 器厚 内面調整 外面調整 胎土 焼成 備考

708RP1083 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア7143385ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

709RP1084 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア(68)34(45)5ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

710RP1082 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア5738415ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

711RP1081 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア6243354ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

712RP1080 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア6044454ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

713RP1090 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア7244435ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

714RP1089 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア(68)40464ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

715RP1088 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア(62)42395ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

716RP1087 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア6640424ハ ケ メ 布圧痕 ・ハケ メ 緻密 堅

717RP1086 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア6244416ハ ケ メ 布圧痕 ・ヘラナデ 緻密 堅

718RP1085 62-48G土 師 器 ミニ チ ュ ア6650415ハ ケ メ ハ ケメ 緻密 堅

719RP1477 22-118G土 師 器 鉢 9458536ハ ケ メ ハ ケメ 粗砂混 堅

720RP99 35-135G土 師 器 ミニ チ ュ ア(62)23312ミ ガ キ ミガキ 緻密 堅 赤彩

721RP1485 34-110G土 師 器 ミニ チ ュ ア 28 3ヘ ラナデ ヘ ラナデ 緻密 堅 赤彩

722 62-46G土 師 器 ミニ チ ュ ア(32)(36)297ハ ケ メ ケズ リ 細砂混 堅

723RP1589 16-132G土 師 器 ミニ チ ュ ア3836214ハ ケ メ ハ ケメ 緻密 堅

724RP931区 西5-135G土 師 器 ミニ チ ュ ア 34 6 ハ ケメ 粗砂混 軟

725RP1476 16-134G土 師 器 ミニ チ ュ ア 24 3 指頭痕 緻密 堅

表4木 製品計測表

番号 登録番号 出土地点 種別 長さ 幅 厚さ 備考 番号 登録番号 出土地点 種別 長さ 幅 厚さ 備考

726RW371SG1 皿 口径236高243底 径114 750RW1608EB372 柱根(350)径160 底面に繰り込み

727RW384SG1 皿 9底 径132 751RW1650EB385 柱根 (520) 11586底 面 に繰 り込み

728RW2SG1 皿 10底 径136 752RW1664EB373 柱根 (944)径160 底面に繰り込み

729RW352SG1 皿 6底 径118 753RW1333EB292 柱根 (170)径92

730RW1150SG1 皿 口径179高266底 径138 754RW1656EB380 柱根 (618) 18069底 面 に繰 り込み

731RW363SG1 椀 口径136高587底 径80 755RW1648EB379 柱根 (690)径150 底面に繰り込み

732RW365SG1 曲物 450 1708方 形 756RW1356SG1 杭 (470) 10060

733RW369SG1 曲物 径214543円 形 757RW1662EB404 柱根 (315)径130

734RW367SG1 曲物 (160)413 758RW1647EB378 柱根 (664)径170

735RW387SG1 板 状品(178) 223 759RW1605EB263 横木 425 5040

736 3区 東 板 状品(140) 212 760RW1606EB269 横木 350 4030

737 3区 東 棒 状品(208)径10 761RW1649EB379 横木 300 5335

738RW364SG1 板 状品(53) 83穿 孔 762RW1651EB385 横木 370 6560

739 SG1 板 状品(91) 112穿 孔 763RW1609EB372 横木 486 5863

740RW370SG1 不明品143 6432 764RW1653EB385 横木 583 12263

741RW1665EB294 礎板 330 8635 765RW1654EB385 横木 560 9080

742RW1665EB294 礎板 392 13046 766RW1331EB295 横木 410径100

743RW1314ST250 杭 470 4130 767RW1655EB385 横木 371 6550

744RW385SG1 槽 65024040 768RW1659EB396 礎板 433 12050

745RW1289SG1 梯子(700)13090 769RW1657EB380 横木 405 6567

746RW236SG1 瓢箪 径80 3 770RW1661EB381 礎板 372 14556

747RW386SG1 瓢箪 径120 2 771RW1660EB383 礎板 362 13056

748RW1365SG1 板 状品(166)248 772RW1666EB373 横木 261 5050

749RW1360SG1 板 状品(134) 187

表5石 製品計測表

番号 登録番号 出土地点 種別 長 さ 百
田

巾 厚 さ

773RQ1410SD328 34-104G 石鎌 31 10.5

774RQ1560 60-90G 砥石 82 55 23

775RQ1506ST316 砥石 76 40 29

776 SG1 砥石 45 43 10

777 SG6 55-5G 砥石 108 52 14

778 50-80G 砥石 79 42 26

779 SG2 砥石 129 74 33

780RQ95 5-135G 砥石 139 104 34
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